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令和３年度 大分県自立支援協議会 実施状況 

 

【大分県自立支援協議会】 ※年２回開催 

第１回 日 時 ： 令和３年11月５日（金）14:00 ～ 15:30 

     場 所 ： 大分県社会福祉介護研修センター 小ホール 

     参加者 ： 委員14名中 14名出席  ※事務局８名 

     議 題 ： ①大分県自立支援協議会の昨年度及び今年度の取組みについて 

           ②地域生活支援拠点等の検証・検討について 

           ③一般就労促進の取組について 

 

 第２回 日 時 ： 令和４年３月22日（火）14:00 ～ 16:00 

場 所 ： 大分県社会福祉介護研修センター 小ホール 

     参加者 ： 委員14名中 12名出席  ※事務局８名 

     議 題 ： ①県自立支援協議会の今年度の取組及び来年度の取組予定について 

          ②ピアサポート研修について 

           ③地域生活支援拠点等について 

           ④来年度の県の取組について 

 

 

【相談支援・研修部会】 ※年３回開催 

 第１回 日 時 ： 令和３年５月24日（月）14:00 ～ 16:00 

     場 所 ： 大分県庁新館 地下２階 Ｂ24会議室 

     参加者 ： 委員８名中８名出席、石川協議会長  ※事務局３名 

     議 題 ： ①昨年度の障害福祉関係研修開催実績について 

           ②今年度の国研修派遣者について 

③今年度の研修実施計画について 

 

 第２回 日 時 ： 令和３年11月４日（火）14:00 ～ 16:00 

     場 所 ： 大分県庁新館 地下２階 Ｂ22会議室 

     参加者 ： 委員８名中８名出席、石川協議会長  ※事務局３名 

     議 題 ： ①研修実施状況について 

           ②県内講師の養成について 

③避難行動要支援者の避難行動支援に関する取組指針等を踏まえた 

 業務継続に向けた取組等のさらなる推進について 

 

 第３回 日 時 ： 令和４年３月14日（月）13:30 ～ 16:00 

     場 所 ： 大分県庁新館 ５階 51会議室 

     参加者 ： 委員８名中８名出席、石川協議会長  ※事務局３名 

     議 題 ： ①人材育成ビジョンについて 

           ②令和４年度国研修の受講者について 
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【地域移行専門部会】 ※年２回開催 

 第１回 日 時 ： 令和３年７月30日（金）18:30 ～ 20:00 

場 所 ： 大分県総合社会福祉会館３階 研修室１ 

     参加者 ： 委員９名中８名出席（内１名代理出席）  ※事務局６名 

     議 題 ： ①自立支援協議会の昨年度及び今年度の取組について 

           ②地域生活支援拠点等の検証・検討について 

③居住支援協議会の取組等について 

           ④「地域移行・地域定着支援事例集」の更新について 

 

第２回 日 時 ： 令和４年２月17日（木）18:30 ～ 19:45 

場 所 ： オンライン（Zoom）開催 

     参加者 ： 委員９名中９名出席  ※事務局５名 

     議 題 ： ①精神障がい者地域移行ワーキングの取組について 

           ②地域生活支援拠点等について 

③居住支援協議会の取組等について 

           ④令和 4年度大分県自立支援協議会の取組等について 

 

 

【精神障害者地域移行ワーキング】 ※年２回開催 

第１回 日 時 ： 令和３年７月２日（金）14:00 ～ 15:30 

     場 所 ： ホルトホール 302会議室 

     参加者 ： 委員13名中 10名出席  ※事務局３名 

     議 題 ： 報告１ 国の方針と大分県の状況について 

報告２ 令和２年度精神障がい者地域移行ワーキングの振り返り 

報告３ 令和３年度精神障がい者地域移行・定着体制事業の予定に 

ついて 

協議１ 退院率の上昇と地域生活日数の上昇に向けた実態把握と課 

題について 

協議２ ピアサポーターについて 

 

第２回 日 時 ： 令和４年２月８日（火）14:00 ～ 15:30 

     場 所 ： オンライン（Zoom）開催 

     参加者 ： 委員13名中７名出席  ※事務局３名 

     議 題 ： 協議１ 医療と地域の連携強化に向けたアンケート結果について 

協議２ ピアサポート研修について 

協議３ 今後の精神障がい者地域移行ワーキングの取組について 

 

 

【こども部会】 ※年２回開催 

第１回 日 時 ： 令和３年８月５日（木）18:30 ～ 19:30 

場 所 ： 大分県庁新館13階 133会議室 

     参加者 ： 委員９名中９名出席  ※事務局７名 
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     議 題 ： ①新任委員紹介、部会長及び部会長代行選出 

②医療的ケア児等の今後の支援のあり方について 

           ③発達障がい児の支援の取組状況について 

 

第２回 日 時 ： 令和 4年２月 10日（木）18:30 ～ 19:30 

場 所 ： オンライン（Zoom）開催 

     参加者 ： 委員９名中９名出席  ※事務局７名 

     議 題 ： ①医療的ケア児及び発達障がい児の今後の支援のあり方について 

           ②その他（次回の開催日程について） 

 

 

【事務局会議】 ※随時開催（年６回） 

 参加者 ： 県協議会（会長、会長代行）、事務局（１～５名） 

第１回 日 時 ： 令和３年４月28日（水）14:00 ～ 16:00 

     場 所 ： 相談支援事業所ルポーズ 

第２回 日 時 ： 令和３年７月５日（月）14:30 ～ 16:00 

     場 所 ： Ｂｅｅすけっと 

第３回 日 時 ： 令和３年10月 18日（月）14:00 ～ 16:00 

     場 所 ： 玖珠町役場 会議室 

第４回 日 時 ： 令和３年12月 27日（月）10:00 ～ 12:00 

場 所 ： 相談支援事業所ルポーズ 

第５回 日 時 ： 令和４年１月24日（月）14:00 ～ 16:00 

場 所 ： オンライン（Zoom）開催 

第６回 日 時 ： 令和４年３月14日（月）10:00 ～ 12:00 

場 所 ： 障害福祉課 会議室 

 

 

【市町村自立支援協議会担当者会議】 ※年２回開催予定 

第１回 日 時 ： 令和３年７月13日（水）13:30 ～ 16:00 

     場 所 ： 大分県社会福祉介護研修センター 小ホール 

     参加者 ： 18市町村（24名）出席 

     議 題 ： ①県自立支援協議会実績及び開催計画について 

          ②市町村自立支援協議会の実績及び開催計画について 

③地域生活支援拠点等の検証・検討について 

          ④グループワーク 

 

第２回 日 時 ： 令和４年1月 28日（金）13:30 ～ 15:00 

     場 所 ： オンライン（Zoom）開催 

     参加者 ： 16市町村（20名）出席 

     議 題 ： ①地域生活拠点等について 

          ②令和４年度県新規事業等について 

③令和４年度県自立支援協議会開催計画について 
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令和４年度 大分県自立支援協議会 実施状況 

 

【大分県自立支援協議会】 ※年２回開催予定 

第１回 日 時 ： 令和４年11月８日（火）14:00 ～ 16:00（予定） 

     場 所 ： 大分県社会福祉介護研修センター 小ホール 

     参加者 ： 委員14名  ※事務局９名 

     議 題 ： ①大分県自立支援協議会の昨年度及び今年度の取組みについて 

           ②地域生活支援拠点等の検証・検討について 

           ③障害者ピアサポート研修事業の取組状況について 
 
 第２回 日 時 ： 令和５年３月頃（予定） 

 

【相談支援・研修部会】 ※年３回開催予定 

 第１回 日 時 ： 令和４年７月25日（月）13:30 ～ 16:00 

     場 所 ： 大分県庁新館 13階 131会議室 

     参加者 ： 委員８名中６名出席、石川協議会長  ※事務局３名 

     議 題 ： ①障害福祉関係研修（R３開催実績及びR４実施計画）について 

（報告） 

           ②令和４年度国研修派遣者について 

③人材育成ビジョンについて 
 

 第２回 日 時 ： 令和４年11月１日（火）10:00 ～ 12:00 

     場 所 ： 大分県庁新館 13階 136会議室 

     参加者 ： 委員８名、石川協議会長  ※事務局3名 

     議 題 ： ①基幹相談支援センターの設置促進について 

           ②人材育成ビジョンについて 
 
 第３回 日 時 ： 令和５年２月頃（予定） 

 

【地域移行専門部会】 ※年２回開催予定 

 第１回 日 時 ： 令和４年８月24日（水）18:30 ～ 20:00 

場 所 ： 大分県庁別館 Ｂ11会議室 

     参加者 ： 委員９名中７名出席  ※事務局４名 

     議 題 ： ①精神障がい者の地域移行に向けた取組について 

②障害児入所施設に入所する障害児等の新たな移行調整の枠組みの

構築について 

③地域生活支援拠点等の検証・検討について 

④居住支援協議会の取組等について 

           ⑤「地域移行・地域定着支援事例集」の更新について 
 
第２回 日 時 ： 令和５年２月頃（予定） 
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【精神障害者地域移行ワーキング】 ※年２～３回開催予定 

 第１回 日 時 ： 令和４年11月 15日（火）14:00 ～ 15:30（予定） 

場 所 ： 大分県社会福祉介護研修センター 小ホール 

     参加者 ： 委員13名  ※事務局３名 

     議 題 ： ①大分県の精神障がい者の状況について 

②各地域移行支援協議会のR３実績・R４計画の進捗状況について 

③各市町村における協議の場の設置状況と課題について 

④ピアサポート研修の実施に向けた準備の進捗状況について 
            
第２回 日 時 ： 令和５年１月～２月頃（予定） 

 

【こども部会】 ※年２回開催予定 

第１回 日 時 ： 令和４年８月４日（木）18:30 ～ 19:30 

場 所 ： 大分県庁別館 Ｂ11会議室 

     参加者 ： 委員９名中７名出席  ※事務局10名 

     議 題 ： ①医療的ケア児等の今後の支援のあり方について 

②発達障がい児の今後の支援のあり方について 

           ③その他（次回の開催日程、委員の改選について） 
 
第２回 日 時 ： 令和５年２月頃（予定） 

 

【事務局会議】 ※随時開催（年４～５回） 

 参加者 ： 協議会（会長、会長代行）、事務局（各部会担当等） 

第１回 日 時 ： 令和４年４月18日（月）14:00 ～ 16:00 

     場 所 ： 相談支援事業所ルポーズ 

第２回 日 時 ： 令和４年７月 ６日（水）14:00 ～ 16:00 

     場 所 ： Ｂｅｅすけっと 

第３回 日 時 ： 令和４年10月 31日（月）10:00 ～ 12:00 

     場 所 ： 大分県庁別館 障害福祉課会議室 
 
第４回 日 時 ： 令和４年12月～令和５年１月（予定） 

第５回 日 時 ： 令和５年２月～３月（予定） 

 

【市町村自立支援協議会担当者会議】 ※年２回開催予定 

第１回 日 時 ： 令和４年７月12日（火）14:00 ～ 16:00 

     場 所 ： 大分県社会福祉介護研修センター 小ホール 

     参加者 ： 18市町村（27名）出席 

     議 題 ： ①県自立支援協議会実績及び開催計画について 

          ②市町村自立支援協議会の実績及び開催計画について 

③地域生活支援拠点等の検証・検討について 

          ④情報交換・意見交換 
 
第２回 日 時 ： 令和５年１月頃（予定） 
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（ ）

　

主な議題等
（１）基幹相談支援センターの設置促進について
（２）人材育成ビジョンについて

課題・問題
点・継続協議

等

（１）基幹相談支援センターの設置促進について
　○厚生労働省が基幹相談支援センターの設置を促進する方針である
　　ことから、圏域ごとの現状、今後の検討課題等を議論した。
　
（２）人材育成ビジョンについて
　○第１回の意見をもとに、修正案の確認作業を行った。
　○市町村ごとの状況について、各圏域委員の作成した資料を元に、
　　ビジョンへの反映について議論した。

開催日時 令和４年１１月１日（火）１０：００～１２：００

開催場所 大分県庁舎新館　１３階１３６会議室

参加委員数 委員８名、関係者（協議会会長）１名

課題・問題
点・継続協議

等

（１）障害福祉関係研修（Ｒ３開催実績及びＲ４実施計画）について
　　　（報告）
　○令和３年度の研修実績を報告した。
　○法定研修について、発熱者等が症状を隠して受講することを避ける
　　ため、原則として、補講を実施することとした。

（２）令和４年度国研修派遣者について
　○以下の研修について、派遣者を決定した。
　　・サービス管理責任者等指導者養成研修会
　　・主任相談支援従事者研修
　
（３）人材育成ビジョンについて
　○事務局作成の原案をもとに、議論を進めた。
　○市町村ごとの状況について、各圏域委員に資料作成を依頼した。
　○研修体系について、項目追加、加算対象の記載等を追加すること
　　とした。

令和４年度 第２回

開催場所 大分県庁舎新館　１３階１３１会議室

参加委員数 委員６名、関係者（協議会会長）１名

主な議題等

（１）障害福祉関係研修（Ｒ３開催実績及びＲ４実施計画）について
          （報告）
（２）令和４年度国研修派遣者について
（３）人材育成ビジョンについて

令和４年度 第１回 部会名 相談支援・研修部会

開催日時 令和４年７月２５日（月）１３：３０～１６：００
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（ ）

委員の改選
　・９名中８名の再任及び１名の新任を報告
　・部会長に衛藤委員、部会長代行に石川委員を選任

①令和５年度から開始する「障害者ピアサポート研修事業」及び「令和4年度
　イコラボ」について説明
【意見】
　・実際にピアサポーターになれそうな人が県内にどれくらいいるのか。
　　ピアサポーターを雇用する等で体制加算を算定できるが、雇用の動機付け
　　としてはこの単位数では難しいのではないか。
　・対象は雇用が見込まれる方だが、単なる障がい者雇用ではなく、障がい当
　　事者がその経験を活かして働く、活躍する舞台を準備する、ということを
　　考えないといけない。
　・精神障がい者地域移行ワーキングが今年度未実施だが、ピアサポート事業
　　と「精神障害にも対応した地域包括ケアシステム」をワーキングでしっか
　　り取組んでほしい。
　
②障がい児入所施設における18歳以上の入所者について、移行調整のための
　「協議の場」の設置方法について協議
【意見】
　・まずは本部会を協議の場とし、必要に応じてプロジェクトチームを設置す
　　る。なお、協議の場に児童相談所や学校関係者等の参画も考えていかなけ
　　ればならないことから、必要に応じて当部会の構成員の追加や見直しを検
　　討することも考えられる。

③市町村の地域生活支援拠点等の整備状況とアドバイザー派遣を活用した拠点
　等の検証・検討について説明
【意見】
　・緊急時の相談や受入体制が整備されていても、事業そのものを知らなくて
　　活用できないこともあるのでは。必要な対応・支援に繋ぐため、事業の周
　　知徹底が必要。
　・各市町村が地域の実情に応じて工夫しながら整備を進めているが、地域格
　　差が広がっている。市町村担当者会議等を通じて各市町村の現状や課題の
　　共有、好事例の紹介を行うなどの働きかけが必要。

④住宅セーフティネットの取組について説明
　・居住支援法人：12者、住宅さがしの協力店：56者、セーフティネット住
　　宅（住宅確保要配慮者であることを理由に入居を拒まない賃貸住宅）
　　：県内9,824戸（R4.7.1現在）
【意見】
　・セーフティネット住宅の実態（相談、家賃債務保証、見守り、緊急時対応
　　など各法人の支援内容等）が知れるとよい。
　・住宅探しでは、特に精神障がい者が不安を抱えていると思われるが、居住
　　支援協議会に精神の関係者が入っていないので、部会に関係者を入れても
　　らいたい。

⑤改訂部分と改訂版を大分県ホームページで公開する旨を説明
【意見】
　・現状はあまり活用されていないようだが、実際に地域移行で困ったときに
　　ちょっとしたヒントになればよいと思う。
　・この事例集を使っていける状況を本部会から発信できればよいと思う。

協議内容
（課題・問題
点・継続協議

等）

部会名 地域移行専門部会

主な議題等

①精神障がい者の地域移行に向けた取組について
②障害児入所施設に入所する障害児等の新たな移行調整の枠組みの構築について
③地域生活支援拠点等の検証・検討について
④居住支援協議会の取組について
⑤「地域移行・地域定着支援事例集」の更新について

開催日時 令和４年８月２４日（水）　18：30～20：00

開催場所 大分県庁別館Ｂ１１会議室

参加委員数 　９名中7名

令和４年度 第１回
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（ ）令和4年度 第１回 部会名 子ども部会

開催日時 令和4年８月4日（木）１８：３０～１９：３０

協議内容
（課題・問題
点・継続協議

等）

　①医療的ケア児等の今後の支援の在り方について事務局から説明
　〈説明〉
　・医療的ケア児支援センターについて
　・大分県医療的ケア児支援センターの概要について
　・医療的ケア児等の支援の状況
　〈論点〉
　　医療的ケア児及びその家族の支援体制をどのように整備すべきか
　　・大分県医療的ケア児支援センターの運営について
　　・今後のセンター運営会議への参画、連携について
　〈意見〉
　　・センターを設置して間もないので、まずは窓口が出来たことを周知
　　　して欲しい。
　　・チラシを事業所など関係機関に配って欲しい。
　　・今度、具体的な相談を積み重ねて行ったうえで、必要な連携先など
　　　がはっきりしてくると思う。
　　・非常用発電装置等の購入の補助事業について、手続き（申請書類）
　　　の簡素化を出来る範囲でして欲しい。

　②発達障がい児支援の取組状況について事務局から説明
　〈説明〉
　　・子どもの発達支援コンシェルジュの取組状況について
　　・医療連携コーディネーターの取組状況について
　　・就学前後の切れ目ない支援体制整備事業について
　〈補足（医療連携コーディネーターより）〉
　　・医療（OT、STのリハビリ）終了後のフォローについて、医療が切
　　　れることでの保護者の不安は大きいので、希望する保護者には、そ
　　　の後のフォローをコンシェルジュにお願いして、その地域で支えて
　　　行いけるような体制作りを進めている。
　　・今年の地域別研修会は医療と教育との連携をテーマとして、就学時
　　　の発達検査や障害児適正就学委員会について、お互いを知ることを
　　　目的に実施する。
　〈意見〉
　　・コンシェルジュやECOALは相談の入り口となる部分なので、受容
　　　出来ていない保護者などに対し、丁寧に話を聞くなどして欲しい。

　③その他（次回の開催日程、委員の改選について）
　　・委員の任期についてR5.2.28改選であるが、各部会の改選期統一
　　　のため次の任期はＲ5.3.1 ～R5.6.30とすることで了承。

開催場所 オンライン開催

参加委員数 ９名中７名

主な議題等
①医療的ケア児等の今後の支援のあり方について
②発達障がい児の今後の支援のあり方について
③その他（次回の開催日程、委員の改選について）
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地域生活支援拠点等の検証・検討に 

ついて 
 

 

地域生活支援拠点等の整備について 

市町村の地域生活支援拠点等の整備状況 

アドバイザー派遣事業の状況 
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未
定

未
定

臼
杵

市
R

3
.3

○
○

○
○

○
○

○
○

未
定

津
久

見
市

R
3
.3

○
○

○
○

R
4
年

度
以

降
R

4
年

度
以

降
R

4
年

度
以

降

竹
田

市
R

3
.3

○
○

○
○

○
R

5
.3

R
5
.3

○

豊
後

高
田

市
R

3
.3

○
未

定
○

未
定

未
定

未
定

杵
築

市
R

3
.3

○
○

○
R

4
以

降
R

4
以

降
○

R
4
以

降
○

宇
佐

市
R

3
.3

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

豊
後

大
野

市
R

3
.3

○
○

○
○

未
定

R
5
.3

未
定

由
布

市
R

3
.7

○
検

討
中

○
R

5
.4

未
定

検
討

中

国
東

市
R

2
.8

○
○

○
○

R
5
年

度
未

定
未

定

姫
島

村
R

3
.3

○
○

○
○

○
○

R
6
.3

R
6
.3

日
出

町
R

2
.4

○
○

○
○

R
4
中

未
定

○
○

○

九
重

町
・
玖

珠
町

R
3
.3

○
○

○
○

○
未

定
○

○
○

1
5
地

域
1
2
地

域
7
地

域
7
地

域
7
地

域
１

7
地

域
１

7
地

域
１

7
地

域
１

7
地

域
１

7
地

域

基
幹

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

の
設

置

地
域

生
活

支
援

拠
点

等
整

備
の

状
況

・
今

後
の

予
定

機
能

（
3
年

度
末

）
機

能
（
4
年

度
以

降
）

市
　

町
　

村
整

備
年

月
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漠
然

と
し

た
不

安
の

解
消

漠
然

と
し

た
不

安
の

解
消

サ
ー

ビ
ス

体
制

の
構

築
サ

ー
ビ

ス
体

制
の

構
築

“親
な

き
あ

と
”の

不
安

解
消

と
サ

ー
ビ

ス
体

制
の

構
築

い
つ

で
も

ど
こ

で
も

相
談

で
き

る
体

制
づ

く
り

親
な

き
あ

と
相

談
へ

の
支

援
体

制
の

強
化

■
｢親

な
き

あ
と

相
談

員
｣の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

化
と

支
援

体
制

の
構

築

○
「

親
な

き
あ

と
相

談
研

修
会

」
の

開
催

（
7

地
域

×
2

回
）

【
目

的
】

・
親

な
き

あ
と

相
談

員
と

関
係

機
関

の
連

携
・

協
働

し
や

す
い

体
制

の
構

築
・

親
な

き
あ

と
相

談
員

等
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

・
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

・
地

域
の

専
門

人
材

と
の

顔
の

見
え

る
関

係
づ

く
り

【
実

施
内

容
】

・
各

地
域

の
事

業
団

の
「

親
な

き
あ

と
相

談
員

（
相

談
室

）
」

を
中

心
に

、
地

域
の

関
係

機
関

を
交

え
て

、
事

例
検

討
や

情
報

交
換

を
行

う
・

研
修

会
に

は
、

地
域

内
の

専
門

家
（

弁
護

士
等

）
の

参
加

を
依

頼

○
「

親
な

き
あ

と
相

談
会

」
へ

の
参

加
（

1
8

市
町

村
×

年
１

回
）

【
目

的
】

・
保

護
者

が
「

親
な

き
あ

と
相

談
」

を
行

う
き

っ
か

け
づ

く
り

・
市

町
村

が
独

自
に

相
談

会
を

開
催

す
る

機
運

づ
く

り

【
実

施
内

容
】

・
市

町
村

が
開

催
す

る
相

談
会

に
事

業
団

の
「

親
な

き
あ

と
相

談
員

」
が

出
張

し
、

助
言

・
指

導
等

を
行

う
。

■
専

門
的

な
相

談
内

容
へ

の
対

応
（

ス
ー

パ
ー

バ
イ

ザ
ー

の
配

置
）

■
当

事
者

向
け

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

、
エ

ン
デ

ィ
ン

グ
ノ

ー
ト

の
作

成

○
親

が
子

ど
も

を
見

ら
れ

な
い

状
況

に
な

っ
た

と
き

、
ど

う
や

っ
て

生
活

し
て

い
く

の
か

 
○

緊
急

時
に

は
対

応
し

て
も

ら
え

る
の

か
 

○
お

金
で

困
ら

な
い

よ
う

に
す

る
に

は
ど

う
し

た
ら

い
い

の
か

 
○

前
も

っ
て

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
や

一
人

暮
ら

し
の

体
験

を
さ

せ
て

お
き

た
い

等
々

【
背

景
】

障
が

い
が

あ
る

方
の

「
親

な
き

あ
と

」
の

漠
然

と
し

た
不

安

地
域

全
体

で
支

え
る

サ
ー

ビ
ス

提
供

体
制

づ
く

り

地
域

生
活

支
援

拠
点

等
整

備
の

促
進

◆
障

が
い

者
の

重
度

化
・

高
齢

化
や

「
親

な
き

あ
と

」
を

見
据

え
、

居
住

支
援

の

た
め

の
機

能
（

①
相

談
、

②
緊

急
時

の
受

入
れ

・
対

応
、

③
体

験
の

機
会

・
場

、
④

専
門

的
人

材
の

確
保

・
養

成
、

⑤
地

域
の

体
制

づ
く

り
）

に
つ

い
て

、
市

町
村

が
中

心
と

な
っ

て
地

域
の

実
情

に
応

じ
て

整
備

す
る

。

＜
第

６
期

障
が

い
福

祉
計

画
に

係
る

基
本

指
針

＞
「

令
和

５
年

度
末

ま
で

の
間

、
各

市
町

村
又

は
各

圏
域

に
１

つ
以

上
の

地
域

生
活

支
援

拠
点

等
を

確
保

し
つ

つ
、

そ
の

機
能

充
実

の
た

め
、

年
１

回
以

上
運

用
状

況
を

検
証

及
び

検
討

す
る

こ
と

を
基

本
と

す
る

。
」

■
地

域
生

活
支

援
拠

点
等

の
整

備
及

び
市

町
村

へ
の

支
援

○
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
派

遣
事

業
【

目
的

】
・

広
域

的
な

見
地

か
ら

助
言

や
情

報
提

供
を

行
い

、
地

域
の

支
援

体
制

の
強

化
を

図
る

。

【
実

施
内

容
】

・
運

用
状

況
の

検
証

・
検

討
・

課
題

解
決

に
向

け
た

助
言

・
指

導
・

他
市

町
村

に
お

け
る

好
事

例
の

紹
介

な
ど

大
分

県
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市
町

村
に

お
け

る
自

立
支

援
協

議
会

の
運

営
の

円
滑

化
・

活
性

化
及

び
地

域
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
築

に
向

け
た

指
導

・
調

整
等

広
域

的
支

援
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

地
域

に
お

け
る

相
談

支
援

体
制

等
の

整
備

を
推

進
す

る
た

め
、

県
か

ら
市

町
村

自
立

支
援

協
議

会
等

に
県

内
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
を

派
遣

す
る

。

期
待

さ
れ

る
効

果

・
自

立
支

援
協

議
会

の
運

営
に

関
す

る
ア

ド
バ

イ
ス

や
他

の
地

域
の

現
状

を
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
か

ら
直

接
聞

く
こ

と
で

、
当

該
地

域
の

自
立

支
援

協
議

会
の

活
性

化
に

繋
が

る
。

・
専

門
的

な
事

案
で

、
行

き
詰

ま
っ

て
い

る
案

件
に

つ
い

て
、

各
分

野
の

専
門

家
か

ら
ア

ド
バ

イ
ス

を
も

ら
う

こ
と

で
、

当
該

地
域

の
課

題
解

決
に

繋
が

る
。

事
業

の
仕

組
み

①
県

内
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
の

定
義

・
県

内
に

お
け

る
各

分
野

の
専

門
家

等
を

「
県

内
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
」

と
位

置
づ

け
る

。
・

資
格

要
件

等
は

求
め

ず
、

自
立

支
援

協
議

会
の

活
性

化
等

の
た

め
に

有
用

な
ア

ド
バ

イ
ス

を
す

る
専

門
家

に
依

頼
す

る
。

・
市

町
村

か
ら

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

派
遣

の
申

込
み

が
あ

っ
た

場
合

は
、

大
分

県
自

立
支

援
協

議
会

事
務

局
に

お
い

て
審

査
を

行
っ

た
上

、
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
へ

依
頼

す
る

。

②
県

内
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
名

簿
・

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

の
氏

名
、

所
属

、
ア

ド
バ

イ
ス

が
可

能
な

分
野

及
び

派
遣

が
可

能
な

地
域

を
記

載
し

た
名

簿
を

作
成

し
、

必
要

に
応

じ
情

報
開

示
を

行
う

。

③
派

遣
ま

で
の

な
が

れ
・

市
町

村
か

ら
の

申
込

み
に

よ
り

、
県

は
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
を

市
町

村
自

立
支

援
協

議
会

等
に

派
遣

す
る

。
・

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

は
、

自
立

支
援

協
議

会
の

運
営

方
法

や
専

門
的

な
内

容
に

つ
い

て
助

言
す

る
。

県
内

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

派
遣

事
業

期
待

さ
れ

る
効

果

事
業

の
仕

組
み
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令
和

４
年

度
県

内
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
派

遣
計

画
 

 

１
 
地
域
生
活
支
援
拠
点
等
整
備
の
運
用
状
況
の
検
証
・
検
討
へ
の
同
行
訪
問
  
 
 
 
 
 
 
 
  
２
 
市
町
村
自
立
支
援
協
議
会
等
へ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
に
つ
い
て
 

 
派
遣
日
 

時
間
 

派
遣
先
 

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
 

 
 

派
遣
日
時
 

派
遣
先
 

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
 

1 
R4
.8
.1
(月

) 
10
:3
0～

11
:3
0 

豊
後
高
田
市
役
所
 

石
川
 
博
一
（
ル
ポ
ー
ズ
）
 

石
松
 
聡
美
（
Be
e
す
け
っ
と
）
 

 
1 

R4
.8
.3
1(
水
) 

13
:0
0～

15
:0
0 

竹
田
市
地
域
生
活
支
援
 

拠
点
整
備
検
討
会
 

石
川
 
博
一
 

（
ル
ポ
ー
ズ
）
 

2 
R4
.8
.8
(月

) 
10
:0
0～

11
:0
0 

日
田
市
役
所
 

石
川
 
博
一
（
ル
ポ
ー
ズ
）
 

石
松
 
聡
美
（
Be
e
す
け
っ
と
）
 

 

2 
R4
.1
1.
16
(水

) 

14
:0
0～

15
:3
0 

竹
田
市
障
が
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
連
絡
会
 

佐
藤
 
任
孝
 

（
い
ぬ
か
い
こ
ど
も

園
）
 

13
:3
0～

14
:3
0 

九
重
町
役
場
 

 

3 
R4
.8
.1
9(
金
) 

10
:0
0～

11
:0
0 

国
東
市
役
所
 

石
川
 
博
一
（
ル
ポ
ー
ズ
）
 

石
松
 
聡
美
（
Be
e
す
け
っ
と
）
 

 

14
:0
0～

15
:0
0 

姫
島
村
役
場
 

 

4 
R4
.8
.2
2(
月
) 

10
:0
0～

11
:0
0 

由
布
市
役
所
 

石
川
 
博
一
（
ル
ポ
ー
ズ
）
 

石
松
 
聡
美
（
Be
e
す
け
っ
と
）
 

 

13
:3
0～

14
:3
0 

別
府
市
役
所
 

 

5 
R4
.8
.3
0(
火
) 

10
:0
0～

11
:0
0 

中
津
市
役
所
 

石
川
 
博
一
（
ル
ポ
ー
ズ
）
 

石
松
 
聡
美
（
Be
e
す
け
っ
と
）
 

 

13
:3
0～

14
:3
0 

宇
佐
市
役
所
 

 

6 
R4
.1
0.
4(
火
) 

10
:0
0～

11
:0
0 

杵
築
市
役
所
山
香
庁
舎
 

石
川
 
博
一
（
ル
ポ
ー
ズ
）
 

石
松
 
聡
美
（
Be
e
す
け
っ
と
）
 

 

13
:3
0～

14
:3
0 

日
出
町
役
場
 

 

7 
R4
.1
0.
7(
金
) 

10
:3
0～

11
:3
0 

佐
伯
市
役
所
 

石
川
 
博
一
（
ル
ポ
ー
ズ
）
 

石
松
 
聡
美
（
Be
e
す
け
っ
と
）
 

 

13
:3
0～

14
:3
0 

津
久
見
市
役
所
 

 

8 
R4
.1
0.
14
(金

) 
10
:3
0～

11
:3
0 

大
分
市
役
所
 

石
川
 
博
一
（
ル
ポ
ー
ズ
）
 

石
松
 
聡
美
（
Be
e
す
け
っ
と
）
 

 

13
:3
0～

14
:3
0 

臼
杵
市
役
所
 

 

9 
R4
.1
0.
24
(月

) 
10
:3
0～

11
:3
0 

竹
田
市
役
所
 

石
川
 
博
一
（
ル
ポ
ー
ズ
）
 

石
松
 
聡
美
（
Be
e
す
け
っ
と
）
 

 

13
:3
0～

14
:3
0 

豊
後
大
野
市
役
所
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○
各

市
町

村
（

圏
域

）
に

お
け

る
令

和
４

年
度

の
取

組
等

に
つ

い
て

（
地

域
生

活
支

援
拠

点
等

整
備

）

①
相

談
②

緊
急

③
体

験
④

人
材

⑤
体

制

大
分

市
○

○
○

○
○

①
相

談
：
現

在
の

夜
間

帯
の

相
談

件
数

を
も

と
に

夜
間

対
応

の
体

制
を

　
　

　
　

　
 ど

う
す

べ
き

か
検

証
を

行
う

。
②

緊
急

：
障

害
福

祉
課

窓
口

に
て

手
帳

等
更

新
の

際
に

チ
ラ

シ
を

配
布

、
　

　
　

　
　

 協
力

法
人

の
拡

充
に

つ
い

て
取

り
組

み
を

行
う

。
③

体
験

：
課

題
（
対

象
者

の
拡

充
（
知

的
の

み
→

身
体

・
知

的
・
精

神
）
、

　
　

　
　

　
 委

託
法

人
の

拡
充

）
に

つ
い

て
、

自
立

支
援

協
議

会
等

に
て

　
　

　
　

　
 検

討
を

行
う

。
④

人
材

：
課

題
（
緊

急
対

応
事

例
の

周
知

方
法

）
に

つ
い

て
、

自
立

支
援

　
　

　
　

　
 協

議
会

等
に

て
検

討
を

行
う

。
⑤

体
制

：
課

題
（
協

力
法

人
の

拡
充

、
拠

点
事

業
の

周
知

）
に

つ
い

て
、

　
　

　
　

　
 自

立
支

援
協

議
会

等
に

て
検

討
を

行
う

。

②
緊

急
：
制

度
の

周
知

の
取

り
組

み
に

つ
い

て
④

人
材

：
専

門
的

人
材

の
確

保
、

養
成

の
手

法
に

つ
い

て

①
相

談
：
現

在
の

夜
間

帯
の

相
談

件
数

を
も

と
に

夜
間

対
応

の
　

　
　

　
　

 体
制

を
ど

う
す

べ
き

か
検

証
を

行
う

。
②

緊
急

：
障

害
福

祉
課

窓
口

に
て

手
帳

等
更

新
の

際
に

チ
ラ

シ
　

　
　

　
　

 を
配

布
、

協
力

法
人

の
拡

充
に

つ
い

て
取

り
組

み
を

　
　

　
　

　
 行

う
。

ま
た

、
事

前
登

録
制

の
導

入
に

つ
い

て
、

導
入

　
　

　
　

　
 方

法
や

対
象

等
の

検
討

を
行

う
。

③
体

験
：
課

題
（
対

象
者

の
拡

充
（
知

的
の

み
→

身
体

・
知

的
・

　
　

　
　

　
 精

神
）
、

委
託

法
人

の
拡

充
）
に

つ
い

て
、

自
立

支
援

　
　

　
　

　
 協

議
会

等
に

て
検

討
を

行
う

。
ま

た
、

共
同

生
活

援
助

　
　

　
　

　
 の

体
験

利
用

に
つ

い
て

も
連

携
が

で
き

る
か

検
証

す
る

。
④

人
材

、
⑤

体
制

：
課

題
（
緊

急
対

応
事

例
の

周
知

方
法

）
に

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 つ

い
て

、
自

立
支

援
協

議
会

等
に

て
検

討
を

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 行

う
。

別
府

市
○

○

①
相

談
：
実

務
担

当
者

会
議

で
、

基
幹

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

以
外

の
　

　
　

　
　

  
相

談
支

援
事

業
所

の
見

学
希

望
に

対
応

。
②

緊
急

：
居

宅
介

護
事

業
所

へ
の

緊
急

時
訪

問
に

よ
る

加
算

も
含

め
　

　
　

　
　

  
た

制
度

の
周

知
③

体
験

：
リ

モ
ー

ト
も

活
用

し
て

、
親

亡
き

後
等

の
問

題
も

含
め

た
問

題
　

　
　

　
　

 意
識

の
共

有
を

図
る

。
④

人
材

：
医

療
的

ケ
ア

児
等

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

活
用

の
為

、
事

業
化

　
　

　
　

　
 を

検
討

中
。

⑤
体

制
：
精

神
障

が
い

に
も

対
応

し
た

包
括

的
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

構
築

　
　

　
　

　
 に

向
け

て
検

討
。

　
－

②
緊

急
：
強

度
行

動
障

害
者

へ
の

対
応

③
体

験
：
障

が
い

児
通

所
支

援
事

業
所

が
市

内
で

増
加

し
て

　
　

　
　

　
 飽

和
状

態
に

あ
り

、
質

を
ど

う
確

保
す

る
か

。

中
津

市
○

○
○

○
○

①
相

談
：
制

度
の

周
知

、
相

談
支

援
事

業
所

と
協

議
し

利
用

登
録

者
の

　
　

　
　

　
 拡

大
と

フ
ォ

ロ
ー

②
緊

急
：
制

度
周

知
を

行
い

、
緊

急
時

支
援

が
必

要
な

利
用

登
録

者
の

　
　

　
　

　
 拡

大
を

図
る

。
③

体
験

：
緊

急
時

の
支

援
（
受

入
れ

）
が

想
定

さ
れ

る
方

へ
、

短
期

入
所

  
　

　
　

　
  

や
G

H
（
体

験
利

用
）
の

利
用

を
勧

奨
し

、
緊

急
時

で
も

受
入

れ
　

　
　

　
　

  
が

ス
ム

ー
ズ

に
行

う
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

相
談

支
援

事
業

所
　

　
　

　
　

　
と

協
議

す
る

。
（
相

談
支

援
部

会
や

相
談

支
援

事
業

所
と

の
  

　
　

　
　

　
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
活

用
）

④
人

材
：
基

幹
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
の

研
修

会
を

活
用

し
、

市
内

事
業

 　
　

　
　

　
所

や
相

談
支

援
事

業
所

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
を

行
っ

て
い

く
。

⑤
体

制
：
自

立
支

援
協

議
会

等
を

活
用

し
、

事
例

検
討

を
行

い
、

支
援

　
　

　
　

　
 体

制
の

整
備

を
図

る
。

　
－

①
相

談
：
地

域
定

着
支

援
の

指
定

を
受

け
て

い
る

市
内

相
談

　
　

　
　

　
 支

援
事

業
所

が
少

な
い

。
②

緊
急

：
緊

急
時

に
受

入
れ

可
能

な
短

期
入

所
事

業
所

の
確

保
③

体
験

：
拠

点
事

業
の

登
録

者
に

短
期

入
所

や
G

H
（
体

験
利

用
）

　
　

　
　

　
 の

利
用

を
勧

奨
し

、
緊

急
時

の
受

入
れ

を
ス

ム
ー

ズ
に

　
　

　
　

　
 行

え
る

よ
う

に
す

る
。

⑤
体

制
：
拠

点
事

業
に

つ
い

て
の

共
通

理
解

を
深

め
る

必
要

が
　

　
　

　
　

  
あ

る
。

日
田

市
○

○
○

①
相

談
：

　
　

・
令

和
5
年

4
月

開
設

の
基

幹
相

談
セ

ン
タ

ー
に

向
け

た
体

制
の

整
備

　
　

・
３

事
業

所
よ

り
、

毎
月

相
談

記
録

の
提

出
②

緊
急

：
各

相
談

事
業

所
が

把
握

し
て

い
る

ケ
ー

ス
は

、
平

時
に

受
け

 　
　

　
　

　
入

れ
先

等
を

検
討

し
、

調
整

す
る

③
体

験
：
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

等
か

ら
一

人
暮

ら
し

へ
の

移
行

者
を

促
進

①
相

談
：
（
1
）
基

幹
相

談
セ

ン
タ

ー
の

体
制

に
つ

い
て

、
　

　
　

　
　

 （
2
）
相

談
体

制
の

周
知

、
質

の
向

上
に

つ
い

て
②

緊
急

：
事

業
所

等
が

、
緊

急
時

の
対

象
や

対
応

が
理

解
　

　
　

　
　

 で
き

る
説

明
資

料
な

ど
に

つ
い

て
③

体
験

：
体

験
の

場
を

活
用

し
た

後
、

一
人

暮
ら

し
へ

の
　

　
　

　
　

 移
行

に
つ

い
て

④
人

材
：
医

療
的

ケ
ア

児
者

等
を

支
援

で
き

る
人

が
少

な
　

　
　

　
　

  
い

こ
と

に
つ

い
て

①
相

談
：
基

幹
相

談
セ

ン
タ

ー
開

設
の

体
制

づ
く
り

②
緊

急
：
事

業
所

等
へ

、
緊

急
時

の
取

扱
に

つ
い

て
、

理
解

を
　

　
　

　
　

 促
進

す
る

③
体

験
：
体

験
の

場
の

利
用

促
進

と
一

人
暮

ら
し

が
で

き
る

支
援

　
　

　
　

　
 体

制
の

強
化

④
人

材
：
医

療
的

ケ
ア

児
者

等
を

支
援

で
き

る
人

の
支

援
体

制
⑤

体
制

：
　

　
・
D

V
や

児
童

虐
待

、
高

齢
化

に
対

す
る

た
め

の
支

援
体

制
　

　
・
福

祉
サ

ー
ビ

ス
で

な
く
、

社
会

体
育

や
公

民
館

活
動

で
地

域
　

　
　

生
活

を
送

り
や

す
く
す

る
た

め
、

障
が

い
児

者
に

対
す

る
関

  
  

 　
わ

り
方

の
周

知
活

動
　

　
・
介

護
と

の
連

携

市
町

村
拠

点
機

能
の

整
備

状
況

（
R

4
.4

.1
現

在
）

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

派
遣

に
お

い
て

受
け

た
い

助
言

等
今

後
の

課
題

・
取

組
等

今
年

度
（
令

和
4
年

度
）
の

取
組

（
ア

ッ
プ

デ
ー

ト
）
予

定
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①
相

談
②

緊
急

③
体

験
④

人
材

⑤
体

制
市

町
村

拠
点

機
能

の
整

備
状

況
（
R

4
.4

.1
現

在
）

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

派
遣

に
お

い
て

受
け

た
い

助
言

等
今

後
の

課
題

・
取

組
等

今
年

度
（
令

和
4
年

度
）
の

取
組

（
ア

ッ
プ

デ
ー

ト
）
予

定

佐
伯

市
○

①
相

談
：
他

市
の

基
幹

セ
ン

タ
ー

の
事

例
な

ど
の

情
報

収
集

を
継

続
　

　
　

　
　

　
し

て
行

っ
て

い
く
。

②
緊

急
、

③
体

験
：
R

4
年

度
中

に
、

事
業

構
築

を
行

い
、

R
5
の

事
業

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

  
 実

施
を

目
指

す
。

④
人

材
、

⑤
体

制
：
ニ

ー
ズ

調
査

や
他

市
事

例
な

ど
の

情
報

収
集

を
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 継
続

し
て

行
っ

て
い

く
。

①
相

談
：
他

の
基

幹
セ

ン
タ

ー
が

行
っ

て
い

る
相

談
支

援
　

　
　

　
　

 以
外

の
業

務
に

つ
い

て
の

事
例

を
お

聞
き

し
た

　
　

　
　

　
 い

。
②

緊
急

：
地

域
生

活
支

援
拠

点
等

に
位

置
づ

け
ら

れ
て

　
　

　
　

　
 い

る
事

業
所

が
事

業
を

受
託

し
た

場
合

の
報

酬
　

　
　

　
　

 （
加

算
）
な

ど
、

財
源

や
予

算
に

つ
い

て
の

具
体

　
　

　
　

　
 的

な
事

例
を

お
聞

き
し

た
い

。
③

体
験

：
地

域
生

活
支

援
拠

点
等

に
位

置
づ

け
ら

れ
て

　
　

　
　

　
  

い
る

事
業

所
が

事
業

を
受

託
し

た
場

合
の

報
酬

　
　

　
　

　
  

（
加

算
）
な

ど
、

財
源

や
予

算
に

つ
い

て
の

具
体

　
　

　
　

　
　

的
な

事
例

を
お

聞
き

し
た

い
。

④
人

材
、

⑤
体

制
：
他

市
の

参
考

事
例

を
お

聞
き

し
た

い
。

①
相

談
：
サ

ー
ビ

ス
利

用
等

の
相

談
以

外
に

も
、

「
親

亡
き

後
」

　
　

　
　

　
  

な
ど

の
広

義
な

課
題

に
対

応
で

き
る

よ
う

、
R

3
に

設
置

　
　

　
　

　
　

し
た

「
佐

伯
市

成
年

後
見

支
援

セ
ン

タ
ー

」
と

の
連

携
を

　
　

　
　

　
　

図
っ

て
い

き
た

い
。

②
緊

急
、

③
体

験
：
ま

ず
は

個
別

の
事

業
構

築
を

行
い

、
①

の
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 相
談

機
能

と
連

携
し

て
い

く
こ

と
が

望
ま

し
い

。
④

人
材

、
⑤

体
制

：
事

業
概

要
に

つ
い

て
の

内
部

協
議

を
継

続
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 し
て

い
く
。

臼
杵

市
○

○
○

○
①

～
④

：
相

談
支

援
部

会
等

の
各

専
門

部
会

に
お

い
て

、
課

題
や

　
　

　
　

　
  

問
題

点
が

あ
れ

ば
集

約
し

て
も

ら
い

、
協

議
し

て
い

く
。

⑤
体

制
：
整

備
に

向
け

て
準

備
を

始
め

る
。

⑤
体

制
：
自

立
支

援
協

議
会

が
事

務
局

（
福

祉
課

）
主

導
　

　
　

　
　

 の
場

合
、

何
か

ら
手

を
付

け
て

整
備

に
と

り
か

　
　

　
　

　
 か

っ
た

ら
よ

い
の

か
、

助
言

を
い

た
だ

き
た

い
。

①
相

談
：
更

に
機

能
の

充
実

化
を

図
る

②
緊

急
：
コ

ロ
ナ

に
よ

り
事

業
所

が
受

入
れ

を
中

止
し

て
い

る
時

の
　

　
　

　
　

 対
応

を
ど

う
す

る
の

か
。

③
体

験
：
コ

ロ
ナ

に
よ

り
事

業
所

が
受

入
れ

を
中

止
し

て
い

る
時

の
  

　
　

　
　

　
対

応
を

ど
う

す
る

の
か

。
④

人
材

：
引

き
続

き
自

立
支

援
協

議
会

の
全

部
会

合
同

意
見

交
換

　
　

　
　

　
 会

や
福

祉
フ

ォ
ー

ラ
ム

、
各

専
門

部
会

で
の

研
修

や
事

　
　

　
　

　
 例

検
討

等
を

行
い

、
資

質
向

上
に

努
め

る
。

⑤
体

制
：
整

備
に

向
け

て
自

立
支

援
協

議
会

で
検

討
を

始
め

る
。

津
久

見
市

○
○

①
相

談
：
相

談
機

能
の

発
展

・
充

実
を

図
る

。
②

緊
急

：
受

入
施

設
の

拡
充

。
③

体
験

：
R

３
年

度
の

自
立

支
援

協
議

会
全

体
会

で
検

討
し

た
こ

と
を

　
　

　
　

　
 更

に
課

題
を

洗
い

出
し

て
、

今
年

度
も

取
り

組
ん

で
い

き
た

い
。

　
－

①
相

談
：
２

箇
所

の
相

談
支

援
事

業
所

で
相

談
支

援
体

制
を

　
　

　
　

　
 確

保
し

て
い

く
。

②
緊

急
：
R

３
年

度
か

ら
整

備
さ

れ
た

の
で

、
今

後
も

体
制

を
確

保
　

　
　

　
　

 し
て

い
く
。

③
～

⑤
：
検

討
を

引
き

続
き

行
っ

て
い

く
。

竹
田

市
○

○
○

①
相

談
：
対

象
者

や
事

業
所

に
事

前
登

録
の

必
要

性
を

理
解

し
て

　
　

　
　

　
　

い
た

だ
き

、
登

録
者

を
増

や
し

て
い

く
。

②
緊

急
、

③
体

験
：
第

１
回

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
連

絡
会

で
事

例
発

表
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 を
行

う
。

④
人

材
：
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
派

遣
事

業
を

活
用

し
て

の
研

修
⑤

体
制

：
　

　
・
地

域
課

題
も

含
め

、
体

制
づ

く
り

を
よ

り
充

実
さ

せ
て

い
く
。

　
　

・
ケ

ア
マ

ネ
と

相
談

支
援

専
門

員
や

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
と

の
研

修
会

　
　

　
を

実
施

し
た

い
。

④
人

材
：
専

門
的

人
材

の
確

保
、

養
成

に
つ

い
て

ど
の

よ
　

　
　

　
　

  
う

に
取

り
組

ん
で

い
け

ば
よ

い
か

ア
ド

バ
イ

ス
を

　
　

　
　

　
  

い
た

だ
き

た
い

。

①
相

談
：
サ

ー
ビ

ス
に

繋
が

っ
て

い
な

い
人

の
把

握
、

連
絡

体
制

 　
　

　
　

　
 の

確
保

。
②

緊
急

：
　

　
・
緊

急
時

に
（
利

用
者

・
事

業
所

と
も

に
）
ス

ム
ー

ズ
に

受
入

れ
　

　
　

が
で

き
る

よ
う

、
事

前
の

シ
ョ

ー
ト

利
用

等
の

実
施

　
　

・
緊

急
受

入
時

の
フ

ロ
ー

チ
ャ

ー
ト

の
精

査
・
見

直
し

を
行

い
、

　
　

  
緊

急
時

に
ス

ム
ー

ズ
に

受
入

れ
が

で
き

る
体

制
を

整
え

る
。

③
体

験
：

　
　

・
Ｇ

Ｈ
事

業
所

の
拠

点
事

業
所

へ
の

登
録

を
す

す
め

、
体

験
の

　
　

　
場

・
機

会
の

提
供

を
行

う
。

　
　

・
体

験
機

会
の

制
度

の
周

知
を

行
い

、
対

象
者

、
需

要
の

把
握

　
　

　
を

行
う

④
人

材
：
研

修
実

施
に

向
け

た
検

討
、

研
修

対
象

者
の

選
定

、
周

知
⑤

体
制

：
　

　
・
相

談
支

援
事

業
所

、
行

政
と

の
連

携
体

制
の

継
続

　
　

・
地

域
福

祉
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
と

の
連

携
の

検
討

豊
後

高
田

市
○

②
緊

急
：
引

き
続

き
振

り
返

り
を

行
い

な
が

ら
、

受
け

入
れ

体
制

を
維

持
　

　
　

　
　

  
し

て
い

く
。

①
、

③
～

⑤
：
本

年
度

、
拠

点
に

関
す

る
振

り
返

り
、

見
直

し
を

す
る

　
　

　
　

　
　

　
　

相
談

支
援

部
会

を
立

ち
上

げ
、

そ
こ

で
協

議
し

順
次

　
　

　
　

　
　

　
　

機
能

を
追

加
し

て
い

く
。

④
人

材
：
専

門
的

人
材

を
養

成
す

る
た

め
の

研
修

会
実

施
　

　
　

　
　

  
を

予
定

し
て

い
る

が
、

ど
う

い
っ

た
内

容
で

行
う

　
　

　
　

　
　

べ
き

か
、

ま
た

そ
れ

に
係

る
講

師
を

ご
紹

介
い

た
　

　
　

　
　

  
 だ

き
た

い
。

①
、

③
～

⑤
：
地

域
資

源
や

人
材

が
不

足
し

て
お

り
、

機
能

追
加

　
　

　
　

　
　

　
　

す
る

と
し

た
場

合
少

な
い

資
源

や
人

材
で

ど
の

よ
う

　
　

　
　

　
　

　
　

に
取

り
組

む
べ

き
か

。
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①
相

談
②

緊
急

③
体

験
④

人
材

⑤
体

制
市

町
村

拠
点

機
能

の
整

備
状

況
（
R

4
.4

.1
現

在
）

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

派
遣

に
お

い
て

受
け

た
い

助
言

等
今

後
の

課
題

・
取

組
等

今
年

度
（
令

和
4
年

度
）
の

取
組

（
ア

ッ
プ

デ
ー

ト
）
予

定

杵
築

市
○

○

①
相

談
：
基

幹
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
と

し
て

の
役

割
を

持
た

せ
る

。
④

人
材

：
重

層
的

支
援

体
制

整
備

事
業

の
開

始
に

あ
た

り
、

多
世

代
　

　
　

　
　

 ケ
ア

会
議

を
「
重

層
的

支
援

会
議

」
と

し
、

よ
り

深
く
検

討
で

き
る

  
　

　
　

　
 体

制
づ

く
り

と
し

た
。

①
～

⑤
：
重

層
的

支
援

体
制

整
備

事
業

に
お

い
て

、
地

域
　

　
　

　
　

  
生

活
支

援
拠

点
等

の
整

備
が

図
れ

な
い

か
ア

ド
　

　
　

　
　

 バ
イ

ス
を

頂
き

た
い

。

①
相

談
：
相

談
支

援
機

能
の

強
化

②
緊

急
、

③
体

験
：
要

支
援

者
の

把
握

や
、

施
設

と
の

協
議

を
行

う
。

⑤
体

制
：
地

域
の

認
識

も
含

め
て

、
今

後
関

係
機

関
と

の
協

議
を

 　
　

　
　

　
 行

う
。

宇
佐

市
○

○
○

○
○

①
相

談
：

　
　

・
R

3
年

度
作

成
し

た
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
の

ア
ッ

プ
デ

ー
ト

を
行

う
。

　
　

・
精

神
保

健
福

祉
部

会
・
相

談
支

援
部

会
と

連
携

し
、

地
域

定
着

　
　

　
支

援
の

利
用

促
進

を
図

る
。

②
緊

急
：

　
　

・
抽

出
か

ら
漏

れ
た

人
の

抽
出

、
支

援
方

法
の

検
討

（
市

外
の

相
談

　
　

　
・
サ

ー
ビ

ス
利

用
者

）
　

　
・
虐

待
の

シ
ェ

ル
タ

ー
の

活
用

（
登

録
者

以
外

の
方

の
受

入
先

の
　

　
　

確
保

）
③

体
験

：
　

　
・
緊

急
一

時
及

び
一

人
暮

ら
し

体
験

の
居

室
（
ぽ

か
ぽ

か
）
の

利
便

　
　

　
性

の
向

上
（
利

用
料

等
を

含
む

）
。

　
　

・
短

期
入

所
や

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
の

体
験

利
用

の
方

法
検

討
及

び
　

　
　

利
用

促
進

（
相

談
支

援
部

会
、

拠
点

委
員

会
）
。

④
人

材
：

　
　

・
地

域
の

研
修

等
情

報
の

発
信

・
共

有
方

法
の

検
討

。
　

　
・
県

等
主

催
の

研
修

へ
の

参
加

・
活

用
し

、
伝

達
研

修
等

を
行

う
　

　
　

（
地

域
の

な
か

で
の

O
F
F
J
T
体

制
の

確
立

)。

②
緊

急
：
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
等

に
つ

な
が

っ
て

い
な

い
 　

　
　

　
　

方
の

緊
急

時
対

応
を

要
す

る
ケ

ー
ス

が
発

生
　

　
　

　
　

 し
た

際
の

支
援

の
具

体
的

な
先

進
事

例
等

が
　

　
　

　
　

 あ
れ

ば
ご

教
示

い
た

だ
き

た
い

。
④

人
材

：
様

々
な

法
人

が
多

種
多

様
な

研
修

等
を

開
催

  
  

  
　

　
　

し
て

い
る

が
、

そ
の

情
報

を
共

有
・
発

信
等

し
て

　
　

　
　

　
 い

る
先

進
事

例
が

あ
れ

ば
ご

教
示

い
た

だ
き

　
　

　
　

　
 た

い
。

⑤
体

制
：
他

市
等

で
の

地
域

の
体

制
づ

く
り

を
具

体
的

に
　

　
　

　
　

 行
っ

て
い

る
先

進
事

例
を

ご
教

示
い

た
だ

き
た

　
　

　
　

　
　

い
。

①
相

談
：

　
　

・
登

録
者

数
を

増
加

さ
せ

る
た

め
の

取
組

方
法

の
検

討
。

　
　

・
特

定
相

談
支

援
事

業
所

の
増

設
、

地
域

定
着

支
援

の
利

用
　

　
　

促
進

に
向

け
た

働
き

か
け

　
　

・
相

談
支

援
事

業
所

間
の

連
携

、
困

難
ケ

ー
ス

の
対

応
　

　
・
委

託
相

談
支

援
事

業
所

の
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
（
市

の
役

割
）

②
緊

急
：

　
　

・
身

内
が

い
な

い
人

の
S

S
利

用
中

の
急

病
時

等
の

引
き

取
り

　
　

・
本

人
の

同
意

が
な

い
場

合
の

登
録

・
取

り
扱

い
　

　
・
抽

出
か

ら
漏

れ
た

人
の

抽
出

（
市

外
の

相
談

・
サ

ー
ビ

ス
利

用
　

　
　

者
）

　
　

・
受

入
先

の
選

定
が

困
難

な
方

、
行

き
た

が
ら

な
い

方
の

対
応

　
　

・
虐

待
の

シ
ェ

ル
タ

ー
の

活
用

（
登

録
者

以
外

の
方

の
受

入
先

の
　

　
　

確
保

）
　

　
・
土

日
祝

、
夜

間
の

緊
急

時
対

応
・
連

絡
体

制
の

確
保

③
体

験
：

　
　

・
短

期
入

所
等

の
体

験
利

用
の

進
め

方
や

体
験

の
時

期
　

　
・
既

存
サ

ー
ビ

ス
以

外
の

緊
急

受
入

先
の

体
験

利
用

の
進

め
方

④
人

材
：

　
　

・
県

等
主

催
の

研
修

へ
の

参
加

者
に

対
し

研
修

内
容

等
を

地
域

　
　

　
へ

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
し

て
い

た
だ

く
体

制
を

検
討

す
る

（
地

域
の

　
　

　
な

か
で

の
O

F
F
J
T
体

制
の

確
立

)。
　

　
・
地

域
の

研
修

等
情

報
の

発
信

・
共

有
方

法
の

検
討

。
⑤

体
制

：
地

域
全

体
で

障
が

い
者

等
を

支
え

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

　
　

　
　

　
  

構
築

・
連

携
強

化
の

仕
組

み
づ

く
り

。

豊
後

大
野

市
○

○

①
相

談
：
利

用
者

台
帳

の
継

続
し

た
整

備
、

情
報

共
有

及
び

連
携

強
化

②
緊

急
：
報

共
有

及
び

連
携

強
化

③
体

験
：
自

立
支

援
協

議
会

で
ニ

ー
ズ

調
査

を
行

い
、

検
討

を
行

う
。

④
人

材
：
市

内
外

の
専

門
的

知
識

を
も

つ
講

師
に

よ
る

研
修

を
行

い
、

　
　

　
　

　
  

よ
り

多
く
の

事
業

所
職

員
に

受
講

し
て

も
ら

う
。

⑤
体

制
：
地

域
生

活
支

援
拠

点
等

の
検

証
及

び
検

討
を

行
い

、
改

善
点

　
　

　
　

　
  

等
を

検
討

す
る

。

　
－

①
相

談
：
利

用
者

台
帳

の
周

知
方

法
に

つ
い

て
再

検
討

。
誰

で
も

  
　

　
　

　
  

分
か

り
や

す
く
利

用
し

や
す

い
相

談
窓

口
の

検
討

。
②

緊
急

：
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
影

響
で

、
短

期
入

所
事

業
を

一
時

的
　

　
　

　
　

 に
中

断
し

て
い

る
所

が
多

い
。

現
在

の
状

況
で

事
業

所
の

 　
　

　
　

　
理

解
を

得
る

こ
と

が
困

難
。

対
応

す
る

の
は

短
期

入
所

事
　

　
　

　
　

 業
の

み
で

よ
い

か
状

況
を

見
な

が
ら

検
討

す
る

。
③

体
験

：
令

和
4
年

度
か

ら
自

立
支

援
協

議
会

で
調

査
を

行
う

が
、

  
 　

　
　

　
 ニ

ー
ズ

に
合

っ
た

ア
パ

ー
ト

や
施

設
を

常
時

確
保

す
る

　
　

　
　

　
 こ

と
は

負
担

が
大

き
い

こ
と

が
予

想
さ

れ
る

。
④

人
材

：
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
影

響
で

、
研

修
が

予
定

ど
お

り
　

　
　

　
　

 実
施

で
き

な
い

可
能

性
が

あ
る

。
⑤

体
制

：
ど

の
よ

う
な

状
態

で
整

備
済

と
な

る
の

か
、

判
断

し
づ

ら
い

。
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①
相

談
②

緊
急

③
体

験
④

人
材

⑤
体

制
市

町
村

拠
点

機
能

の
整

備
状

況
（
R

4
.4

.1
現

在
）

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

派
遣

に
お

い
て

受
け

た
い

助
言

等
今

後
の

課
題

・
取

組
等

今
年

度
（
令

和
4
年

度
）
の

取
組

（
ア

ッ
プ

デ
ー

ト
）
予

定

由
布

市
○

①
相

談
：
４

月
か

ら
重

層
的

支
援

体
制

整
備

事
業

へ
の

移
行

準
備

事
業

　
　

　
　

　
 に

お
い

て
、

包
括

的
な

支
援

体
制

の
構

築
、

多
機

関
協

働
の

　
　

　
　

　
  

取
組

を
行

う
こ

と
と

し
て

お
り

、
当

該
事

業
が

機
能

を
担

う
こ

と
　

　
　

　
　

　
と

す
る

か
検

討
す

る
。

②
緊

急
：

　
　

・
短

期
入

所
事

業
所

が
な

い
地

域
に

お
い

て
、

介
護

保
険

事
業

所
　

　
　

に
共

生
型

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

指
定

の
打

診
を

行
い

、
協

力
事

業
　

　
　

所
の

拡
充

を
図

る
。

　
　

・
民

生
委

員
・
児

童
委

員
の

定
例

会
等

で
の

広
報

を
行

い
、

緊
急

時
　

　
　

入
所

支
援

事
業

の
周

知
を

図
る

。
③

体
験

：
具

体
的

な
内

容
を

検
討

し
、

機
能

の
整

備
に

つ
い

て
自

立
支

　
　

　
　

　
 援

協
議

会
の

承
認

を
得

る
。

④
人

材
：

　
　

・
自

立
支

援
協

議
会

の
相

談
支

援
部

会
に

お
け

る
事

例
検

討
や

　
　

　
意

見
交

換
、

情
報

共
有

を
継

続
し

、
連

携
強

化
を

図
る

。
　

　
・
相

談
支

援
に

係
る

研
修

会
を

行
い

、
相

談
支

援
の

資
質

向
上

を
　

　
　

図
る

。
⑤

体
制

：
４

月
か

ら
重

層
的

支
援

体
制

整
備

事
業

へ
の

移
行

準
備

事
業

　
　

　
　

　
 に

お
い

て
、

包
括

的
な

支
援

体
制

の
構

築
、

多
機

関
協

働
の

  
　

　
　

　
　

取
組

を
行

う
こ

と
と

し
て

お
り

、
当

該
事

業
が

機
能

を
担

う
こ

と
　

　
　

　
　

  
と

す
る

か
検

討
す

る
。

①
相

談
：
重

層
的

支
援

体
制

整
備

事
業

へ
の

移
行

準
備

　
　

　
　

　
 事

業
（
令

和
７

年
４

月
か

ら
本

格
稼

働
予

定
）
が

　
　

　
　

　
 機

能
を

担
う

こ
と

と
す

る
こ

と
に

つ
い

て
④

人
材

：
自

立
支

援
協

議
会

の
相

談
支

援
部

会
に

お
い

て
　

　
　

　
　

 事
例

検
討

や
意

見
交

換
、

情
報

共
有

を
継

続
し

、
　

　
　

　
　

 連
携

強
化

を
図

っ
て

お
り

、
ま

た
、

相
談

支
援

に
　

　
　

　
　

 係
る

研
修

会
を

行
い

、
相

談
支

援
の

資
質

向
上

を
　

　
　

　
　

 図
っ

て
い

る
が

、
こ

の
よ

う
な

取
組

や
自

立
支

援
　

　
　

　
　

 協
議

会
の

各
専

門
部

会
に

お
け

る
研

修
会

等
の

　
　

　
　

　
 開

催
、

県
等

主
催

の
研

修
へ

の
参

加
を

通
じ

て
　

　
　

　
　

 参
加

者
の

資
質

向
上

を
図

っ
た

場
合

、
機

能
を

  
  

  
  

  
  

 整
備

し
て

い
る

と
み

な
す

こ
と

が
で

き
る

か
。

⑤
体

制
：
重

層
的

支
援

体
制

整
備

事
業

へ
の

移
行

準
備

　
　

　
　

　
 事

業
（
令

和
７

年
４

月
か

ら
本

格
稼

働
予

定
）
が

　
　

　
　

　
 機

能
を

担
う

こ
と

と
す

る
こ

と
に

つ
い

て

①
相

談
、

⑤
体

制
：
重

層
的

支
援

体
制

整
備

事
業

へ
の

移
行

準
備

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 事

業
が

機
能

を
担

う
こ

と
と

す
る

か
検

討
が

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 必

要
。

②
緊

急
：
自

立
支

援
協

議
会

に
お

い
て

運
営

状
況

を
検

証
し

、
今

後
　

　
　

　
　

 の
体

制
等

に
つ

い
て

検
討

す
る

。
③

体
験

、
④

人
材

：
具

体
的

な
内

容
に

つ
い

て
検

討
が

必
要

。

国
東

市
○

○
ア

ッ
プ

デ
ー

ト
予

定
な

し
②

緊
急

：
加

算
申

請
時

に
委

託
先

の
運

営
規

定
の

不
備

を
　

　
　

　
　

 指
摘

さ
れ

て
い

る
。

既
定

の
内

容
と

必
要

な
手

続
　

　
　

　
　

 き
を

知
り

た
い

。

姫
島

村
○

○
○

①
相

談
、

②
緊

急
：
引

き
続

き
村

内
回

覧
に

て
周

知
・
広

報
③

体
験

：
村

内
回

覧
に

て
周

知
・
広

報
④

人
材

、
⑤

体
制

：
姫

島
村

自
立

支
援

協
議

会
に

て
、

村
の

実
情

に
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 応
じ

た
整

備
が

出
来

る
よ

う
協

議
す

る
。

④
人

材
：
人

材
不

足
の

た
め

、
実

務
担

当
者

が
講

習
を

　
　

　
　

　
  

受
け

る
こ

と
と

な
る

が
、

整
備

す
る

に
は

、
ど

の
　

　
　

　
　

　
よ

う
な

講
習

を
受

け
、

ど
の

よ
う

な
資

格
を

取
得

　
　

　
　

　
　

す
る

と
整

備
済

み
と

し
て

よ
い

の
か

、
事

例
等

　
　

　
　

　
　

あ
れ

ば
伺

い
た

い
で

す
。

④
人

材
：
実

務
担

当
者

が
専

門
的

研
修

を
受

け
、

初
動

対
応

が
  

　
　

　
　

　
ス

ム
ー

ズ
に

出
来

る
よ

う
に

す
る

。

日
出

町
○

○

①
相

談
：
本

年
度

も
相

談
支

援
機

能
を

強
化

す
る

た
め

、
町

内
の

相
談

　
　

　
　

　
 支

援
事

業
所

を
巡

回
し

、
現

状
を

把
握

し
て

い
く
。

②
緊

急
：
早

急
に

要
綱

の
策

定
に

努
め

る
。

④
人

材
：
本

年
度

も
相

談
支

援
機

能
を

強
化

す
る

た
め

、
町

内
の

相
談

　
　

　
　

　
 支

援
事

業
所

を
巡

回
し

、
現

状
を

把
握

し
て

い
く
。

④
人

材
：
人

材
確

保
や

要
請

に
つ

い
て

の
ノ

ウ
ハ

ウ
②

緊
急

：
こ

れ
か

ら
事

業
所

に
相

談
す

る
に

あ
た

り
、

実
際

に
受

入
　

　
　

　
　

 先
と

し
て

委
託

を
受

け
て

く
れ

る
の

か
ど

う
か

が
課

題
④

人
材

：
町

単
独

で
は

、
専

門
的

人
材

の
確

保
、

養
成

が
難

し
い

。

玖
珠

・
九

重
○

○
○

○

①
相

談
：
関

係
機

関
と

の
連

携
強

化
、

緊
急

時
に

備
え

た
連

絡
体

制
の

　
　

　
　

　
 構

築
、

・
地

域
移

行
・
地

域
定

着
支

援
の

充
実

、
ア

ウ
ト

リ
ー

チ
　

　
　

　
　

 に
よ

る
相

談
支

援
、

多
様

な
ニ

ー
ズ

に
対

す
る

対
応

②
緊

急
：
社

会
資

源
の

開
拓

。
事

業
所

等
と

の
協

議
③

体
験

：
郡

内
の

事
業

所
利

用
に

よ
る

体
験

機
会

の
提

供
④

人
材

：
自

立
支

援
協

議
会

を
活

用
し

た
研

修
機

会
の

確
保

、
専

門
的

　
　

　
　

　
 な

研
修

開
催

時
に

周
知

・
案

内
⑤

体
制

：
自

立
支

援
協

議
会

等
を

通
じ

て
、

地
域

全
体

で
支

え
る

ネ
ッ

ト
　

　
　

　
　

 ワ
ー

ク
協

議
会

の
構

築
、

連
携

強
化

①
～

⑤
：
社

会
資

源
が

少
な

い
町

村
等

の
運

営
方

法
や

　
　

　
　

　
 取

組
事

例
の

紹
介

①
相

談
：
精

神
障

が
い

に
も

対
応

し
た

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

の
  

  
  

 　
　

  
構

築
が

必
要

。
県

（
保

健
所

）
や

相
談

支
援

事
業

と
の

　
　

　
　

　
  

連
携

強
化

。
　

　
・
２

４
時

間
の

相
談

体
制

　
　

・
土

日
祝

日
・
夜

間
な

ど
の

町
の

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

②
緊

急
、

③
体

験
：
社

会
資

源
の

不
足

。
受

入
先

の
確

保
が

課
題

④
人

材
、

⑤
体

制
：
様

々
な

福
祉

施
策

の
充

実
や

協
議

の
場

を
求

め
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 ら
れ

る
中

で
、

人
材

の
不

足
や

限
ら

れ
た

事
業

所
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 等
へ

の
負

担
が

増
加

し
て

い
る

。
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大
分

市
○

×
3
8

人
3
0

件

別
府

市
○

○
2
3
2

人
2
2
0

人
1
8
,2

4
6

件

中
津

市
○

○
2

人
2

件

日
田

市
○

○
2

件

佐
伯

市
○

　
委

託
事

業
所

で
、

携
帯

電
話

に
て

2
4
時

間
受

信
可

3
0

人
2
,0

1
2

件

臼
杵

市
○

　
2
4
時

間
体

制
で

は
な

い
が

、
夜

間
等

は
携

帯
電

話
で

連
絡

が
と

れ
る

体
制

を
と

っ
て

い
る

。
1
8
,4

0
5

件

津
久

見
市

○
○

3
5
2

人
5
3

人
2
,5

7
8

件

竹
田

市
○

　
事

業
所

に
よ

っ
て

は
、

携
帯

を
持

ち
回

り
し

対
応

し
て

く
れ

て
い

る
。

8
人

豊
後

高
田

市
×

杵
築

市
○

×

宇
佐

市
○

×
1
1

人
1

人

豊
後

大
野

市
○

○
5

人
2

件

由
布

市
×

国
東

市
○

×
1

件

姫
島

村
○

○

日
出

町
○

○

九
重

町
・
玖

珠
町

○
×

拠
点

の
整

備
状

況
（
相

談
）

問
1
-
3

う
ち

、
令

和
３

年
度

に
実

際
に

連
絡

対
応

し
た

人
数

（
実

数
）

（
R

3
.4

月
～

R
4
.3

月
末

日
ま

で
の

対
応

人
数

）

問
1
-
1

2
4
時

間
の

相
談

体
制

を
確

保
し

て
い

る
か

。
　

・
確

保
し

て
い

る
場

合
は

○
　

・
確

保
し

て
い

な
い

場
合

は
×

　
※

2
4
時

間
体

制
で

は
な

い
が

、
連

絡
が

取
れ

る
体

制
　

　
 を

整
備

し
て

い
る

場
合

は
、

そ
の

体
制

を
記

載

問
1
-
4

令
和

３
年

度
の

相
談

受
付

件
数

（
R

3
.4

月
～

R
4
.3

月
末

日
ま

で
の

受
付

件
数

）

問
1
-
2

事
前

に
連

絡
先

を
把

握
・
登

録
し

、
連

絡
体

制
を

確
保

し
て

い
る

対
象

者
の

人
数

（
令

和
４

年
３

月
末

現
在

）

-

-
-- - -

-

- - - - - -

- -

-

- -

問
１

「
相

談
」

機
能

の
実

施
体

制
・

実
績

等
に

つ
い

て

(参
考

）
地

域
生

活
支

援
拠

点
等

の
整

備
・

運
用

状
況

（
大

分
県

障
害

福
祉

課
調

べ
）

の
結

果
に

つ
い

て

-

不
明 - - -

-

　
各

相
談

員
が

自
分

の
担

当
者

に
つ

い
て

は
把

握
し

て
い

る
。

- - -

-

-

-
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問
２

「
緊

急
時

の
受

入
れ

・
対

応
」

機
能

の
実

施
体

制
・

実
績

等
に

つ
い

て

位
置

付
け

箇
所 数

位
置

付
け

箇
所 数

位
置

付
け

箇
所 数

位
置

付
け

箇
所 数

位
置

付
け

箇
所 数

位
置

付
け

箇
所 数

位
置

付
け

箇
所 数

位
置

付
け

箇
所 数

大
分

市
○

×
○

不
明

○
不

明
○

不
明

○
1

○
不

明
○

不
明

×
不

明
○

不
明

×
不

明
1

-
-

1
-

別
府

市
-

○
○

4
○

1
○

1
×

○
1

×
○

1
×

×
3

2
1

-
1

-

中
津

市
○

○
○

1
○

4
○

1
×

○
1

×
×

×
○

-
-

-
-

-
-

日
田

市
○

×
○

1
×

○
1

○
4

×
×

×
×

○
2

2
-

-
2

-

佐
伯

市
-

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

-
-

-
-

-
-

臼
杵

市
○

×
○

1
×

×
×

×
×

×
×

×
-

-
-

-
-

-

津
久

見
市

○
×

○
1

×
×

×
×

×
×

×
○

-
-

-
-

-
-

竹
田

市
○

○
○

1
×

○
1

×
○

1
×

×
×

×
-

-
-

-
-

-

豊
後

高
田

市
○

×
×

○
6

×
×

×
×

×
×

×
1

1
-

-
1

-

杵
築

市
-

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

1
1

1
-

-
-

宇
佐

市
○

○
○

5
○

5
○

3
○

1
×

○
2

×
×

○
1

1
1

-
-

-

豊
後

大
野

市
○

×
○

2
×

×
×

×
×

×
×

○
2

4
2

1
-

1

由
布

市
○

×
○

3
×

×
×

×
×

×
×

○
-

-
-

-
-

-

国
東

市
○

×
○

2
×

×
×

×
×

×
×

○
1

-
-

-
-

-

姫
島

村
○

○
○

1
×

×
×

×
×

×
×

○
-

-
-

-
-

-

日
出

町
-

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

-
-

-
-

-
-

九
重

町
・
玖

珠
町

-
○

×
×

×
×

×
×

×
×

×
1

1
-

-
-

1

問
2
-
1

緊
急

対
応

な
ど

、
支

援
が

必
要

と
な

る
障

が
い

者
・

障
が

い
児

の
事

前
把

握
を

し
て

い
る

か
。

・
把

握
し

て
い

る
　

場
合

は
○

・
把

握
し

て
い

な
　

い
場

合
は

×

拠
点

の
整

備
状

況
（
緊

急
）

⑤
訪

問
系

サ
ー

ビ
ス

事
業

所

⑥
自

立
生

活
援

助
事

業
所

⑦
共

生
型

サ
ー

ビ
ス

事
業

所

⑧
障

害
児

関
連

の
事

業
所

等

問
2
-
2

「
緊

急
時

の
受

入
れ

・
対

応
」
を

実
施

す
る

機
関

を
位

置
づ

け
て

い
る

か
。

問
2
-
3

2
4
時

間
3
6
5
日

の
受

入
・
対

応
体

制
を

確
保

し
て

い
る

か ・
確

保
し

て
い

る
　

場
合

は
○

・
確

保
し

て
い

な
　

い
場

合
は

×

問
2
-
4

要
支

援
者

の
受

入
れ

要
請

の
相

談
受

付
件

数
と

そ
の

内
訳

（
令

和
３

年
４

月
～

令
和

４
年

３
月

末
日

）

（
１

）
要

支
援

者
の

受
入

れ
要

請
の

相
談

受
付

件
数

（
２

）
う

ち
、

実
際

に
緊

急
対

応
と

し
て

受
入

対
応

し
た

件
数

ア
　

う
ち

、
親

等
の

同
居

者
の

急
病

等
に

よ
る

一
時

的
な

預
か

り

イ
　

う
ち

、
養

護
者

に
よ

る
虐

待
か

ら
の

退
避

ウ
　

う
ち

、
障

が
い

者
本

人
の

状
態

変
化

に
よ

る
も

の

エ
　

う
ち

、
ア

～
ウ

に
当

て
は

ま
ら

な
い

も
の

①
短

期
入

所
②

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
③

障
害

者
支

援
施

設

④
そ

の
他

（
マ

ン
シ

ョ
ン

等
）
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問
２

「
緊

急
時

の
受

入
れ

・
対

応
」

機
能

の
実

施
体

制
・

実
績

等
に

つ
い

て
（

続
き

）

　
地

域
拠

点
で

の
緊

急
時

対
応

を
し

た
事

例
に

つ
い

て
　

（
令

和
４

年
度

第
１

回
市

町
村

自
立

支
援

協
議

会
担

当
者

会
議

　
情

報
交

換
よ

り
（
Ｒ

4
.7

.1
2
）
）

大
分

市

ケ
ー

ス
①

：
知

的
障

が
い

　
3
0
代

　
男

性
＜

経
緯

＞
　

母
親

か
ら

本
人

が
家

で
パ

ニ
ッ

ク
を

起
こ

し
暴

れ
て

い
る

と
相

談
あ

り
。

＜
対

応
＞

　
本

人
が

通
っ

て
い

る
施

設
の

職
員

に
対

応
を

依
頼

し
、

自
宅

に
訪

問
す

る
。

自
宅

は
ガ

ラ
ス

が
割

れ
て

い
る

た
め

、
帰

ら
ず

に
通

所
施

設
の

医
務

室
で

緊
急

宿
泊

支
援

を
行

う
。

　
　

　
　

　
　

　
 翌

日
、

本
人

の
自

宅
に

向
か

い
、

本
人

が
落

ち
着

く
ま

で
自

宅
で

支
援

。
落

ち
着

き
次

第
自

宅
を

後
に

し
、

支
援

終
了

。

ケ
ー

ス
②

：
知

的
障

が
い

　
2
0
代

　
男

性
＜

経
緯

＞
　

市
内

の
更

生
保

護
施

設
に

入
所

し
て

い
た

者
が

、
施

設
を

３
回

飛
び

出
し

、
３

回
目

の
と

き
に

、
警

察
に

保
護

さ
れ

る
。

当
該

施
設

や
母

親
が

身
柄

引
受

を
拒

否
し

て
お

り
警

察
か

ら
　

　
　

　
　

　
　

 支
援

要
請

あ
り

。
＜

対
応

＞
　

宿
泊

支
援

が
必

要
と

判
断

し
、

承
諾

。
法

人
職

員
が

本
人

を
迎

え
に

行
き

、
利

用
し

て
い

る
通

所
施

設
で

数
日

間
の

宿
泊

支
援

を
行

っ
た

。

別
府

市

ケ
ー

ス
：
知

的
障

が
い

　
3
0
代

　
男

性
＜

経
緯

＞
　

同
居

し
て

い
る

父
が

手
術

の
た

め
入

院
す

る
こ

と
に

な
り

、
保

護
者

不
在

と
な

る
た

め
短

期
入

所
先

を
探

す
も

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

で
受

入
先

が
み

つ
か

ら
ず

、
　

　
　

　
　

　
　

 相
談

支
援

事
業

所
に

相
談

。
慣

れ
な

い
所

で
は

他
害

行
為

の
経

歴
も

あ
る

た
め

、
普

段
利

用
し

て
い

る
短

期
入

所
事

業
所

で
緊

急
対

応
で

き
な

い
か

、
相

談
支

援
事

業
所

よ
り

市
に

　
　

　
　

　
　

　
 相

談
連

絡
が

あ
っ

た
。

＜
対

応
＞

　
放

置
、

あ
る

い
は

通
常

利
用

以
外

の
場

所
で

は
、

本
人

あ
る

い
は

第
三

者
へ

の
危

害
も

あ
り

え
て

緊
急

性
が

高
い

と
判

断
さ

れ
る

た
め

、
緊

急
対

応
型

シ
ョ

ー
ト

ス
テ

イ
を

利
用

し
、

　
　

　
　

　
　

  
 父

の
退

院
並

び
に

自
宅

療
養

後
、

自
宅

へ
戻

し
た

。

中
津

市
　

緊
急

時
対

応
の

事
例

な
し

日
田

市

ケ
ー

ス
①

：
知

的
障

が
い

　
3
0
代

　
男

性
＜

経
緯

＞
　

夜
間

に
母

親
と

口
論

し
た

後
母

親
を

叩
き

家
を

飛
び

出
す

。
そ

の
後

、
通

い
な

れ
た

コ
ン

ビ
ニ

で
「
タ

ク
シ

ー
を

呼
ん

で
ほ

し
い

」
と

店
員

に
依

頼
す

る
も

、
い

つ
も

の
時

間
帯

よ
り

も
　

　
　

　
　

　
　

 遅
い

こ
と

か
ら

店
員

が
不

審
に

思
い

警
察

に
連

絡
。

警
察

署
よ

り
母

親
に

連
絡

が
入

り
、

母
親

か
ら

相
談

機
関

に
連

絡
と

な
っ

た
。

＜
対

応
＞

　
警

察
署

に
相

談
職

員
が

行
き

、
帰

宅
か

緊
急

受
け

入
れ

施
設

に
行

く
か

検
討

。
本

人
に

反
省

を
促

す
た

め
に

一
晩

警
察

署
で

過
ご

す
こ

と
と

し
、

相
談

職
員

が
付

き
添

う
。

　
　

　
　

　
　

　
 朝

8
時

に
警

察
官

よ
り

「
今

後
こ

の
よ

う
な

こ
と

が
な

い
よ

う
に

」
と

本
人

に
話

を
し

て
も

ら
い

、
相

談
職

員
と

一
緒

に
タ

ク
シ

ー
で

帰
宅

。

ケ
ー

ス
②

：
知

的
障

が
い

　
3
0
代

　
男

性
＜

経
緯

＞
　

夜
間

に
本

人
よ

り
相

談
事

業
所

に
「
母

親
が

怪
我

を
し

た
。

救
急

車
を

呼
ば

な
い

と
い

け
な

い
。

」
と

電
話

が
入

る
。

相
談

職
員

が
母

親
に

電
話

で
状

況
を

確
認

。
母

親
を

殴
打

し
　

　
　

　
　

　
　

 押
し

倒
す

、
刃

物
を

向
け

る
な

ど
の

行
為

が
あ

っ
た

と
の

こ
と

。
相

談
事

業
所

よ
り

市
に

連
絡

が
入

り
、

協
議

し
緊

急
対

応
と

し
た

。
＜

対
応

＞
　

相
談

職
員

が
自

宅
に

向
か

う
と

、
家

の
中

は
割

れ
た

食
器

や
投

げ
た

物
な

ど
が

散
乱

。
母

親
と

本
人

は
床

に
座

り
込

ん
で

お
り

、
本

人
は

割
れ

た
食

器
で

足
を

怪
我

し
て

お
り

、
　

　
　

　
　

　
　

 体
を

震
わ

せ
興

奮
状

態
。

こ
の

ま
ま

自
宅

で
母

親
と

過
ご

す
こ

と
は

危
険

と
し

、
S
S
を

検
討

す
る

も
満

室
。

本
人

が
利

用
し

て
い

る
Ｂ

型
事

業
所

で
一

晩
過

ご
す

こ
と

と
し

た
。

　
　

　
　

　
　

　
 Ｂ

型
事

業
所

で
事

業
所

職
員

が
付

き
添

い
、

翌
日

、
精

神
科

病
院

を
受

診
し

入
院

と
な

っ
た

。

佐
伯

市
　

緊
急

時
対

応
の

事
例

な
し

臼
杵

市
　

緊
急

時
対

応
の

事
例

な
し

津
久

見
市

　
緊

急
時

対
応

の
事

例
な

し

竹
田

市
　

緊
急

時
対

応
の

事
例

な
し
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地

域
拠

点
で

の
緊

急
時

対
応

を
し

た
事

例
に

つ
い

て
　

（
令

和
４

年
度

第
１

回
市

町
村

自
立

支
援

協
議

会
担

当
者

会
議

　
情

報
交

換
よ

り
（
Ｒ

4
.7

.1
2
）
）

豊
後

高
田

市

ケ
ー

ス
：
精

神
障

が
い

　
7
0
代

　
男

性
＜

経
緯

＞
　

聴
覚

障
が

い
者

で
あ

る
妹

と
２

人
で

暮
ら

し
て

い
た

が
、

徘
徊

癖
が

あ
り

行
方

不
明

に
な

っ
た

り
、

体
調

管
理

が
で

き
て

い
な

い
な

ど
生

活
上

も
問

題
が

散
見

さ
れ

過
去

に
何

度
も

　
　

　
　

　
　

　
 対

応
し

て
い

た
ケ

ー
ス

。
今

回
も

日
曜

日
に

行
方

不
明

に
な

り
警

察
が

保
護

し
脱

水
症

状
で

市
内

の
病

院
に

入
院

し
た

こ
と

が
き

っ
か

け
で

対
応

し
た

。
こ

の
ま

ま
の

何
か

問
題

が
　

　
　

　
　

　
　

 あ
っ

た
後

対
応

を
し

続
け

て
い

く
と

同
様

の
こ

と
が

何
度

も
起

こ
る

可
能

性
が

高
く
、

命
の

危
険

も
あ

る
た

め
、

本
人

、
妹

、
関

係
者

間
で

協
議

し
地

域
拠

点
で

の
緊

急
時

対
応

に
て

　
　

　
　

　
　

  
 対

応
す

る
こ

と
と

し
た

。
＜

対
応

＞
　

こ
の

ま
ま

２
人

で
暮

ら
す

の
は

困
難

と
判

断
し

、
対

応
を

検
討

す
る

時
間

を
確

保
す

る
た

め
、

市
内

の
障

害
者

支
援

施
設

で
緊

急
一

時
保

護
に

て
受

け
入

れ
た

。
　

　
　

　
　

　
　

 そ
の

後
、

特
例

介
護

で
短

期
入

所
し

、
そ

の
間

に
障

害
支

援
区

分
取

得
、

そ
の

後
施

設
入

所
と

な
っ

た
。

杵
築

市
 　

地
域

拠
点

施
設

の
整

備
は

で
き

て
い

な
い

が
、

昨
年

度
に

緊
急

対
応

し
た

事
例

で
、

父
親

と
同

居
し

て
い

た
当

事
者

で
、

父
親

が
急

逝
し

た
こ

と
か

ら
生

活
が

不
安

定
に

な
る

こ
と

で
、

　
 急

き
ょ

共
同

生
活

援
助

（
G

H
）
と

就
労

継
続

支
援

（
B

型
）
に

つ
な

い
だ

事
例

は
あ

る
。

当
事

者
は

療
育

手
帳

を
取

得
し

て
お

り
、

就
労

継
続

支
援

（
B

型
）
を

利
用

し
て

い
た

こ
と

か
ら

、
  
  
日

数
の

増
加

と
G

H
の

入
居

手
続

き
で

対
応

で
き

た
が

、
緊

急
時

の
対

応
と

し
て

整
備

の
必

要
性

を
実

感
し

た
。

宇
佐

市

ケ
ー

ス
：
精

神
障

が
い

　
4
0
代

　
男

性
＜

経
緯

＞
　

精
神

障
が

い
の

兄
と

同
居

。
兄

の
精

神
状

態
が

悪
化

し
危

害
を

加
え

ら
れ

る
危

険
性

が
あ

る
と

し
て

本
人

が
屋

外
へ

避
難

、
相

談
支

援
事

業
所

へ
助

け
を

求
め

る
。

＜
対

応
＞

　
地

域
定

着
を

利
用

し
て

お
り

、
相

談
支

援
事

業
所

担
当

者
が

訪
問

。
自

宅
に

い
る

状
況

の
危

険
性

を
確

認
し

対
応

を
市

と
協

議
。

地
域

生
活

支
援

事
業

の
「
地

域
移

行
の

た
め

の
　

　
　

　
　

　
 　

安
心

生
活

支
援

事
業

」
で

確
保

し
て

い
る

居
室

へ
緊

急
入

居
。

兄
の

受
診

等
を

促
し

状
況

が
落

ち
着

き
帰

宅
す

る
こ

と
と

な
っ

た
。

豊
後

大
野

市

ケ
ー

ス
　

知
的

障
が

い
・
精

神
障

が
い

　
3
0
代

　
女

性
＜

経
緯

＞
　

定
期

的
に

本
人

を
支

援
し

て
い

る
訪

問
看

護
か

ら
相

談
支

援
専

門
員

に
本

人
と

夫
が

不
穏

な
状

況
で

あ
る

と
連

絡
が

あ
っ

た
。

夫
婦

間
（
夫

も
知

的
障

が
い

・
精

神
障

が
い

有
）
の

　
　

　
　

　
　

　
ケ

ン
カ

が
原

因
で

、
夫

婦
の

み
に

で
き

な
い

と
判

断
。

緊
急

で
短

期
入

所
を

利
用

。
＜

対
応

＞
　

相
談

支
援

専
門

員
及

び
市

職
員

で
本

人
と

短
期

入
所

事
業

所
で

面
談

す
る

と
と

も
に

夫
と

　
キ

ー
パ

ー
ソ

ン
で

あ
る

夫
の

母
（
市

外
居

住
）
と

自
宅

で
面

談
を

行
う

。
　

　
　

　
　

　
　

 夫
が

反
省

し
て

お
り

、
本

人
も

家
に

帰
り

た
い

と
希

望
が

あ
っ

た
た

め
、

短
期

入
所

を
利

用
後

は
自

宅
に

戻
っ

た
。

集
団

生
活

が
夫

婦
と

も
に

苦
手

で
自

宅
で

ず
っ

と
一

緒
に

い
て

　
　

　
　

　
　

　
 ス

ト
レ

ス
が

た
ま

り
や

す
く
な

っ
て

い
る

こ
と

が
原

因
の

一
つ

だ
っ

た
た

め
、

今
後

も
短

期
入

所
を

活
用

す
る

こ
と

と
し

た
（
そ

の
後

、
一

部
屋

し
か

な
か

っ
た

ア
パ

ー
ト

か
ら

部
屋

数
の

　
　

　
　

　
　

　
 多

い
市

営
住

宅
に

転
居

す
る

こ
と

が
で

き
、

夫
婦

間
で

距
離

が
と

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

）
。

由
布

市
　

緊
急

時
対

応
の

事
例

な
し

国
東

市

ケ
ー

ス
：
知

的
障

が
い

　
7
0
代

　
女

性
＜

経
緯

＞
　

姉
夫

婦
と

生
活

し
て

い
た

が
、

令
和

３
年

1
1
月

に
姉

が
亡

く
な

り
、

姉
の

夫
の

介
護

に
よ

り
生

活
を

し
て

い
た

が
、

令
和

４
年

２
月

に
姉

の
夫

も
急

逝
し

、
一

人
で

の
生

活
が

困
難

な
　

　
　

　
　

　
  
 状

態
と

な
っ

た
た

め
、

葬
儀

に
集

ま
っ

た
親

族
か

ら
相

談
が

入
る

。
＜

対
応

＞
　

市
、

相
談

事
業

所
　

親
族

と
協

議
し

、
相

談
事

業
所

の
運

営
す

る
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

に
一

時
的

に
対

応
し

、
そ

の
後

、
別

の
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

に
入

居
し

た
。

姫
島

村
　

緊
急

時
対

応
の

事
例

な
し

日
出

町

ケ
ー

ス
：
知

的
障

が
い

　
4
0
代

　
男

性
＜

経
緯

＞
　

本
人

が
母

親
を

暴
行

し
、

母
親

が
消

防
に

連
絡

（
そ

の
際

母
親

は
警

察
に

通
報

し
な

い
よ

う
懇

願
す

る
が

、
消

防
か

ら
警

察
に

通
報

す
る

）
。

警
察

か
ら

母
子

二
人

暮
ら

し
の

生
活

　
　

　
　

　
　

　
 な

の
で

施
設

に
入

れ
た

り
で

き
な

い
か

と
町

に
相

談
を

受
け

る
。

施
設

に
確

認
し

待
機

順
が

７
番

目
で

あ
る

こ
と

、
短

期
入

所
も

す
ぐ

に
見

つ
か

ら
な

い
状

況
だ

っ
た

。
＜

対
応

＞
　

発
生

後
、

ヘ
ル

パ
ー

や
相

談
員

、
施

設
職

員
、

母
親

、
本

人
の

兄
、

警
察

、
行

政
に

よ
る

ケ
ー

ス
会

議
を

開
く
。

　
　

　
　

　
　

　
 緊

急
時

の
対

応
と

し
て

行
政

か
ら

の
依

頼
と

い
う

形
で

、
施

設
入

所
が

で
き

る
よ

う
施

設
側

が
調

整
し

て
く
れ

る
こ

と
と

な
り

、
1
0
日

ほ
ど

で
入

所
で

き
た

。

九
重

町
・
玖

珠
町

　
緊

急
時

対
応

の
事

例
な

し
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問
３

「
体

験
の

機
会

・
場

」
の

実
施

体
制

・
実

績
等

に
つ

い
て

位
置

付
け

箇
所

数
位

置
付

け
箇

所
数

位
置

付
け

箇
所

数
位

置
付

け
箇

所
数

位
置

付
け

箇
所

数
位

置
付

け
箇

所
数

提
供

の
有

無

利
用

者
数

提
供

の
有

無

利
用

者
数

提
供

の
有

無

利
用

者
数

提
供

の
有

無

利
用

者
数

提
供

の
有

無

利
用

者
数

提
供

の
有

無

利
用

者
数

大
分

市
○

×
○

不
明

×
×

○
3

×
○

1
3
人

×
○

1
0
人

×
×

×

①
共

同
生

活
援

助
事

業
者

が
提

供
す

る
「
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

の
　

 体
験

利
用

」
を

活
用

。
②

「
知

的
障

が
い

者
自

立
生

活
促

進
事

業
（
地

域
生

活
支

援
事

業
）
」
を

　
  
活

用
し

、
委

託
事

業
者

が
借

り
上

げ
た

民
間

の
ア

パ
ー

ト
で

の
宿

泊
　

  
訓

練
な

ど

別
府

市
-

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

中
津

市
○

○
1

○
1

×
○

4
×

×
×

×
×

×
×

×
　

登
録

者
の

「
体

験
の

機
会

・
場

」
の

提
供

は
な

か
っ

た
が

、
3
名

の
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

体
験

利
用

が
あ

っ
た

。

日
田

市
○

×
×

×
×

○
1

×
×

×
×

○
1
人

×
×

知
的

障
が

い
　

3
0
代

　
女

性
・
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

利
用

中
。

い
ず

れ
は

一
人

暮
ら

し
を

希
望

し
て

い
る

  
が

不
安

も
大

き
い

た
め

、
一

人
暮

ら
し

体
験

を
利

用
。

・
短

期
間

（
7
日

間
）
で

は
実

感
が

残
ら

な
い

ま
ま

終
了

し
て

し
ま

う
可

能
  
性

が
あ

っ
た

た
め

、
体

験
を

3
回

利
用

し
合

計
2
0
日

間
利

用
。

佐
伯

市
-

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

臼
杵

市
○

○
1

○
1

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

・
コ

ロ
ナ

の
関

係
で

受
入

れ
し

て
も

ら
え

な
い

こ
と

が
多

い
。

・
市

内
は

就
労

事
業

所
や

G
H

が
少

な
い

た
め

、
市

外
の

事
業

所
を

　
利

用
す

る
と

な
る

と
、

必
然

的
に

市
外

の
G

H
等

を
利

用
す

る
こ

と
に

　
な

る
と

い
う

ケ
ー

ス
が

多
い

。

津
久

見
市

-
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×

竹
田

市
-

○
1

×
○

2
×

×
×

×
×

×
×

×
×

豊
後

高
田

市
-

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

杵
築

市
-

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

宇
佐

市
○

○
5

○
5

○
3

×
○

1
×

○
0
人

○
0
人

○
0
人

×
×

×
　

現
状

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
拡

大
防

止
の

目
的

も
あ

り
、

施
設

等
で

の
体

験
が

困
難

な
現

状
が

あ
り

、
体

験
件

数
が

伸
び

な
か

っ
た

。

豊
後

大
野

市
-

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

由
布

市
-

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

国
東

市
-

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

姫
島

村
○

×
○

2
×

×
×

×
○

0
人

×
×

×
×

×

日
出

町
-

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

九
重

町
・
玖

珠
町

○
×

○
3

×
○

5
×

○
2

×
×

×
×

×
×

⑥
そ

の
他

問
3
-
3

「
問

3
-
2
」
で

記
載

し
た

「
体

験
の

機
会

・
場

」
の

利
用

実
績

（
取

組
内

容
）

問
3
-
1

「
体

験
の

機
会

・
場

」
を

実
施

す
る

機
関

を
位

置
づ

け
て

い
る

か
。

　
位

置
づ

け
て

い
る

場
合

は
○

、
位

置
付

け
て

い
な

い
場

合
は

×

①
短

期
入

所
②

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
③

障
害

者
支

援
施

設

④
そ

の
他

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
（
通

所
等

）

⑤
そ

の
他

（
マ

ン
シ

ョ
ン

等
）

⑥
障

害
児

関
連

の
事

業
所

等

拠
点

の
整

備
状

況
（
体

験
）

問
3
-
2

「
体

験
の

機
会

・
場

」
の

提
供

し
て

い
る

か
。

（
R

3
.4

月
～

R
4
.3

月
末

の
利

用
者

数
を

記
載

）

①
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

の
体

験
利

用

②
入

所
施

設
、

精
神

科
病

院
等

か
ら

の
１

人
暮

ら
し

に
向

け
た

体
験

宿
泊

③
親

元
か

ら
の

自
立

や
ひ

と
り

暮
ら

し
に

向
け

た
体

験
宿

泊

④
緊

急
時

の
対

応
を

想
定

し
た

体
験

利
用

⑤
通

所
施

設
の

体
験

利
用
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問
４

「
専

門
的

人
材

の
確

保
・

養
成

」
の

取
組

実
績

等
に

つ
い

て

拠
点

の
整

備
状

況
（
人

材
）

問
4
-
1

令
和

３
年

度
に

実
施

し
た

研
修

・
養

成
、

協
議

会
等

で
の

方
針

や
計

画
の

検
討

内
容

の
概

要
問

4
-
2

令
和

４
年

度
に

研
修

・
養

成
を

実
施

す
る

場
合

（
予

定
を

含
む

）
は

、
そ

の
概

要
を

記
載

大
分

市
○

相
談

支
援

事
業

を
委

託
し

て
い

る
３

事
業

所
が

、
事

例
検

討
会

と
し

て
開

催
し

て
い

る
。

令
和

４
年

度
も

概
ね

「
問

４
－

１
」
と

同
じ

内
容

で
実

施
予

定

別
府

市
-

①
別

府
市

障
害

の
あ

る
人

も
な

い
人

も
安

心
し

て
安

全
に

暮
ら

せ
る

条
例

、
別

府
市

障
害

者
自

立
　

 支
援

協
議

会
に

関
す

る
研

修
  

  
　

1
0
/
8
,1

1
/
1
7
,1

1
/
2
5
,3

/
2
6
,3

/
2
9
　

受
講

者
数

計
1
2
7
人

②
障

が
い

者
虐

待
防

止
研

修
　

　
 6

/
2
2
,8

/
1
7
,8

/
1
9
,1

0
/
1
3
,1

0
/
1
4
,1

1
/
1
6
,1

1
/
1
7
,2

/
1
0
,2

/
1
4
,2

/
1
8
,3

/
8
,3

/
2
2
,3

/
2
9

　
　

　
計

1
4
事

業
所

③
障

が
い

者
の

特
性

に
関

す
る

（
精

神
障

害
）
研

修
会

　
1
1
/
1
9

　
  

大
分

県
東

部
保

健
所

と
の

協
働

で
実

施
、

約
5
0
名

受
講

。

中
津

市
○

①
児

童
相

談
所

の
役

割
と

相
談

支
援

事
業

所
と

の
連

携
に

つ
い

て
　

1
1
/
1
2
開

催
　

受
講

者
1
5
名

②
キ

ャ
ッ

シ
ュ

レ
ス

決
済

に
つ

い
て

　
2
/
7
開

催
　

受
講

者
1
5
名

③
生

活
保

護
制

度
に

つ
い

て
　

3
/
1
6
開

催
　

受
講

者
1
6
名

①
児

童
サ

ー
ビ

ス
に

つ
い

て
（
必

要
性

な
ど

）
　

対
象

者
：
障

が
い

児
支

援
従

事
者

、
相

談
支

援
従

事
者

②
な

か
ぽ

つ
の

概
要

と
役

割
に

つ
い

て
（
事

例
紹

介
な

ど
）
　

対
象

者
：
相

談
支

援
従

事
者

③
地

域
移

行
支

援
・
地

域
定

着
支

援
に

つ
い

て
　

対
象

者
：
相

談
支

援
従

事
者

、
P

S
W

、
精

神
科

病
院

関
連

機
関

及
び

従
事

者
④

親
亡

き
後

の
現

状
・
課

題
や

金
銭

面
に

つ
い

て
（
資

産
の

必
要

性
）
　

対
象

者
：
身

体
知

的
障

害
者

相
談

員
、

民
生

委
員

、
  

  
相

談
支

援
従

事
者

⑤
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

技
法

（
良

い
印

象
を

与
え

る
）
　

対
象

者
：
相

談
支

援
従

事
者

⑥
就

労
支

援
に

お
け

る
計

画
相

談
に

つ
い

て
　

対
象

者
：
福

祉
的

就
労

等
の

支
援

関
係

者
、

相
談

支
援

従
事

者

日
田

市
-

佐
伯

市
-

臼
杵

市
○

・
各

専
門

部
会

で
毎

月
、

ケ
ー

ス
検

討
や

研
修

・
学

習
会

等
を

行
い

、
資

質
向

上
を

図
っ

て
い

る
。

・
R

4
.2

.2
6
　

福
祉

フ
ォ

ー
ラ

ム
　

「
障

が
い

と
ス

ポ
ー

ツ
」
を

開
催

。
講

演
会

の
み

動
画

配
信

。
・
各

専
門

部
会

で
毎

月
、

ケ
ー

ス
検

討
や

研
修

・
学

習
会

を
開

催
予

定
。

・
福

祉
フ

ォ
ー

ラ
ム

や
全

部
会

合
同

意
見

交
換

会
を

開
催

予
定

。
（
詳

細
は

未
定

）

津
久

見
市

-

竹
田

市
-

豊
後

高
田

市
-

研
修

を
実

施
予

定
で

あ
る

が
、

内
容

は
未

定
。

杵
築

市
○

・
毎

月
の

多
世

代
ケ

ア
会

議
に

お
い

て
、

様
々

な
困

難
事

例
を

検
討

す
る

中
で

、
職

員
等

の
　

ス
キ

ル
向

上
を

行
っ

た
。

宇
佐

市
○

高
次

脳
機

能
障

が
い

研
修

会
開

催
日

：
令

和
３

年
１

２
月

６
日

（
月

）
１

０
：
０

０
～

１
２

：
０

０
場

　
所

：
宇

佐
市

役
所

　
１

階
　

多
目

的
ホ

ー
ル

講
　

師
：
諏

訪
の

杜
病

院
、

別
府

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
参

加
者

：
オ

ン
ラ

イ
ン

参
加

２
０

事
業

所
、

会
場

参
加

７
事

業
所

（
計

：
５

４
名

）

精
神

疾
患

に
関

す
る

基
礎

研
修

、
福

祉
事

業
所

初
任

者
向

け
研

修
、

虐
待

研
修

豊
後

大
野

市
-

由
布

市
-

国
東

市
-

姫
島

村
-

日
出

町
○

内
容

は
未

定
だ

が
、

１
～

２
回

研
修

を
実

施
す

る
予

定
。

九
重

町
・
玖

珠
町

○
・
県

主
催

の
医

療
的

ケ
ア

に
関

す
る

研
修

の
受

講
（
町

内
の

事
業

所
職

員
）
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問
５

「
地

域
の

体
制

づ
く

り
」

の
実

施
体

制
に

つ
い

て

拠
点

の
整

備
状

況
（
体

制
）

問
5
-
1

「
地

域
の

体
制

づ
く
り

」
の

実
施

体
制

及
び

取
組

内
容

の
概

要

大
分

市
○

　
主

に
「
相

談
機

能
」
や

「
緊

急
時

の
受

入
、

対
応

機
能

」
に

関
す

る
実

施
状

況
等

に
つ

い
て

、
障

害
者

自
立

支
援

協
議

会
に

お
け

る
生

活
支

援
部

会
の

中
で

報
告

を
行

っ
て

い
る

。
（
今

後
は

本
事

業
に

関
す

る
検

証
等

を
実

施
す

る
予

定
）

別
府

市
○

　
市

が
4
か

所
に

委
託

し
て

い
る

基
幹

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

に
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
を

１
名

ず
つ

設
置

し
、

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

が
中

心
と

な
り

、
地

域
課

題
の

抽
出

及
び

必
要

な
解

決
策

の
検

討
を

行
う

中
で

、
別

府
市

障
害

者
自

立
支

援
協

議
会

を
通

じ
て

、
課

題
の

共
有

等
に

よ
り

地
域

の
体

制
づ

く
り

機
能

の
強

化
を

図
っ

て
い

る
。

中
津

市
○

　
中

津
市

障
害

者
自

立
支

援
協

議
会

で
拠

点
機

能
の

運
用

状
況

を
検

証
お

よ
び

検
討

す
る

。
※

令
和

３
年

度
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た

め
、

書
面

決
議

と
な

り
、

検
証

等
が

で
き

て
い

な
い

。

日
田

市
-

佐
伯

市
-

臼
杵

市
-

津
久

見
市

-

竹
田

市
○

　
相

談
支

援
事

業
所

連
絡

会
等

、
各

種
会

議
に

お
い

て
情

報
共

有
、

研
修

、
協

議
を

し
て

い
る

こ
と

で
、

地
域

の
体

制
づ

く
り

が
で

き
て

い
る

。

豊
後

高
田

市
-

杵
築

市
-

宇
佐

市
○

　
自

立
支

援
協

議
会

豊
後

大
野

市
-

由
布

市
-

国
東

市
-

姫
島

村
-

日
出

町
○

　
町

内
の

３
事

業
所

に
基

幹
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
業

務
を

委
託

し
て

、
セ

ン
タ

ー
が

中
心

と
な

り
地

域
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

と
し

て
、

医
療

機
関

、
区

長
、

民
生

委
員

等
関

係
機

関
と

の
連

携
を

構
築

し
て

い
る

。

九
重

町
・
玖

珠
町

○
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障害者ピアサポート研修の進捗状況について 
 
１ 障害者ピアサポート研修の概要（別紙） 
  大分県では、R5 年度から大分県精神保健福祉士協会への委託で開始予定。 
  R４年度では、大分県精神保健福祉士協会の会員５名を選出していただき、具体的な協

議を進めている状況。 
  進捗状況を自立支援協議会の中で報告。 
 
２ 検討会の開催状況及び内容 
 ◆第１回検討会 
   日時：令和４年７月２１日（木） 
   議題：障害者ピアサポート研修の概要の確認・共有 
      本検討会の予定について 
      講師候補及び受講者について 
      国の講師養成研修の派遣者について 
   内容：○講師は、当事者の講師枠が課題。障がい者の雇用状況について調査を行い、

雇用経験のある事業所に声かけを行う。 
      ○精神保健福祉士を養成する専門学校にも声かけを行う。 
      ○受講者については、相談支援だけでなく、就労 AB にも幅広く声かけを行っ

ていく。 
      ○報酬ではなく、ピアサポートのメリットを幅広く事業所に周知する機会を

つくる必要あり。 
      ○国の講師養成研修への派遣者は PSW 協会の中でも協議する。 
 
 ◆第２回検討会 
  日時：令和４年１０月６日（木） 
  議題：第１回検討会の振り返り 
     障害者ピアサポート研修ニーズ調査（就労、GH、放デイ事業所対象）について 
     指導者養成研修への派遣者について 
     委託仕様・金額について 
  内容：○指導者養成研修は、１０月２７日（Zoom）１１月８～９日（対面） 
     ○定員は、県（必須）１名、専門職１名、当事者１名の計３名 
     ○大分県は、県担当者、専門職（PSW 協会）の計２名参加とする。 

○他県を参考にすると、講師は数名を選定して１研修を担当している。大分県も

この方向でいきたい。 
     ○専門職研修講師は PSW 協会の中で調整中。 
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     ○当事者講師は依然として課題であるが、ニーズ調査で「研修講師となり得る対

象者がいる」と回答した事業所あり。（４事業所） 
     ○上記の４事業所にまずは、相談していく。 
     ○当事者講師候補については、先進県等の県外講師も視野にいれていく。 
     ○今後、講師以外にも、「受講者の定員設定」、「選定条件」、「募集のかけ方」は

具体的に検討する必要あり。 
     ○指導者養成研修の内容も踏まえながら具体的に検討していく。 
 
３ 今後の予定 
  別紙スケジュール 
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障
害

者
ピ

ア
サ

ポ
ー

ト
研

修
事

業

主
体

大
分

県

目
的

自
ら

に
障

が
い

や
疾

病
の

経
験

が
あ

り
、

そ
の

経
験

を
活

か
し

な
が

ら
、

他
の

障
が

い
や

疾
病

の
あ

る
障

が
い

者
の

支
援

を
行

う
ピ

ア
サ

ポ
ー

タ
ー

及
び

ピ
ア

サ
ポ

ー
タ

ー
の

活
用

方
法

を
理

解
し

た
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
事

業
者

等
の

養
成

を
図

る
こ

と
に

よ
り

、
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
等

に
お

け
る

質
の

高
い

ピ
ア

サ
ポ

ー
ト

活
動

を
支

援
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

内
容

厚
生

労
働

省
の

定
め

る
「
障

害
者

ピ
ア

サ
ポ

ー
ト

研
修

事
業

実
施

要
綱

」に
沿

っ
て

障
害

者
ピ

ア
サ

ポ
ー

ト
研

修
を

実
施

し
、

ピ
ア

サ
ポ

ー
タ

ー
及

び
ピ

ア
サ

ポ
ー

タ
ー

の
活

用
方

法
を

理
解

し
た

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

事
業

者
を

養
成

す
る

。
 

R５
年

度
か

ら
研

修
を

開
始

す
る

。

概
要

概
要

研
修

内
容

研
修

内
容

①
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

、
相

談
支

援
事

業
所

等
に

雇
用

さ
れ

て
い

る
障

が
い

者
（
雇

用
見

込
を

含
む

）
②

①
の

者
が

所
属

す
る

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
等

の
管

理
者

等

対
象

者
対

象
者

※
詳

細
な

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

は
別

紙

基
礎

研
修

44
0分

（
２

日
間

）
講

師
に

ピ
ア

サ
ポ

ー
タ

ー
を

含
む

専
門

研
修

54
0分

（
２

日
間

）
講

師
に

ピ
ア

サ
ポ

ー
タ

ー
を

含
む

受
講

者
は

、
基

礎
研

修
を

修
了

し
た

者

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
研

修
54

0分
（
２

日
間

）
講

師
に

ピ
ア

サ
ポ

ー
タ

ー
を

含
む

受
講

者
は

、
専

門
研

修
を

修
了

し
た

者

ピ
ア

サ
ポ

ー
タ

ー
に

な
る

こ
と

で
・
・
・

ピ
ア

サ
ポ

ー
タ

ー
に

な
る

こ
と

で
・
・
・

～
ピ

ア
サ

ポ
ー

タ
ー

の
役

割
～

⇒
経

験
の

専
門

家
で

あ
る

ピ
ア

サ
ポ

ー
タ

ー
と

し
て

、
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
分

野
で

活
躍

し
、

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
。

◆
障

が
い

者
と

同
じ

目
線

に
立

っ
て

相
談

・
助

言
等

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
本

人
の

自
立

に
向

け
た

意
欲

の
向

上
や

地
域

生
活

を
続

け
る

上
で

の
不

安
解

消
を

支
援

す
る

。

◆
専

門
職

等
の

当
事

者
理

解
の

促
進

及
び

支
援

の
質

向
上

、
普

及
啓

発
や

意
思

決
定

支
援

に
寄

与
す

る
。

※
ピ

ア
サ

ポ
ー

ト
体

制
加

算
１

０
０

単
位

/月
計

画
相

談
・
障

害
児

相
談

支
援

・自
立

生
活

援
助

・
地

域
移

行
・
地

域
定

着
支

援
を

行
う

事
業

所
に

お
い

て
、

障
害

者
ピ

サ
ポ

ー
ト

研
修

を
修

了
し

た
ピ

ア
サ

ポ
ー

タ
ー

を
従

事
者

と
し

て
雇

用
し

て
い

る
等

の
一

定
の

条
件

を
ク

リ
ア

す
る

こ
と

で
算

定
可

能
。

※
ピ

ア
サ

ポ
ー

ト
実

施
加

算
１

０
０

単
位

/月
就

労
継

続
支

援
B型

（
報

酬
体

系
に

条
件

あ
り

）
に

お
い

て
、

障
害

者
ピ

ア
サ

ポ
ー

ト
研

修
を

修
了

し
た

ピ
ア

サ
ポ

ー
タ

ー
が

利
用

者
に

対
し

、
就

労
活

動
に

等
つ

い
て

相
談

援
助

を
行

っ
た

場
合

の
加

算
。

※
ピ

ア
サ

ポ
ー

タ
ー

の
配

置
に

よ
る

ス
コ

ア
２

点
就

労
継

続
支

援
A型

の
基

本
報

酬
設

定
の

た
め

の
ス

コ
ア

に
お

い
て

、
障

害
者

ピ
ア

サ
ポ

ー
ト

研
修

を
修

了
し

た
ピ

ア
サ

ポ
ー

タ
ー

を
配

置
し

て
い

る
場

合
、

２
点

と
す

る
。

研
修

の
開

催
方

法
研

修
の

開
催

方
法

実
施

方
法

委
託

・
・・

精
神

保
健

福
祉

士
協

会

進
行

管
理

自
立

支
援

協
議

会
（
主

に
精

神
障

が
い

者
地

域
移

行
ワ

ー
キ

ン
グ

で
協

議
を

行
い

、
関

係
部

会
及

び
自

立
支

援
協

議
会

に
も

報
告

を
す

る
）

対
象

の
方

向
性

は
じ

め
は

、
精

神
障

が
い

者
の

ピ
ア

サ
ポ

ー
タ

ー
の

養
成

を
メ

イ
ン

と
し

、
３

障
が

い
に

広
げ

て
い

く
予

定
。
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基
礎

研
修

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

科
目

名
時

間
数

講
　

義
4
4
0
分

※
１

，
３

，
５

，
 ９

は
、

ピ
ア

サ
ポ

ー
タ

ー
又

は
こ

れ
に

準
ず

る
障

害
当

事
者

が
講

師
で

あ
る

こ
と

９
　

ピ
ア

サ
ポ

ー
ト

の
専

門
性

3
0
分

・
ピ

ア
サ

ポ
ー

ト
の

具
体

的
な

専
門

性
・
倫

理
と

守
秘

義
務

1
0
　

演
習

⑤
5
0
分

・
講

義
「
ピ

ア
サ

ポ
ー

ト
の

専
門

性
」
の

振
り

返
り

、
気

づ
き

の
共

有

７
　

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
基

礎
と

実
際

4
0
分

・
障

害
福

祉
施

策
の

歴
史

・
障

害
福

祉
施

策
の

仕
組

み

８
　

演
習

④
2
0
分

・
講

義
「
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

基
礎

と
実

際
」
の

振
り

返
り

 、
気

づ
き

の
共

有

２
日

目

５
　

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

基
本

4
0
分

・
ピ

ア
サ

ポ
ー

ト
の

視
点

を
取

り
入

れ
た

コ
ミ

ュ
 ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
技

法
や

経
験

の
共

有

６
　

演
習

③
6
0
分

・
講

義
「
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
基

本
」
の

振
り

返
り

、
気

づ
き

の
共

有

３
　

ピ
ア

サ
ポ

ー
ト

の
実

際
・
事

例
7
0
分

・
障

害
領

域
ご

と
の

ピ
ア

サ
ポ

ー
ト

の
実

践

４
　

演
習

②
4
0
分

・
講

義
「
ピ

ア
サ

ポ
ー

ト
の

実
際

・
実

例
」
の

振
り

返
り

１
日

目

内
　

容

１
　

ピ
ア

サ
ポ

ー
ト

の
理

解
3
0
分

・
障

害
領

域
ご

と
の

歴
史

や
背

景
・
障

害
領

域
ご

と
の

視
点

２
　

演
習

①
6
0
分

・
講

義
「
ピ

ア
サ

ポ
ー

ト
の

理
解

」
の

振
り

返
り

、
気

づ
き

の
共

有

専
門

研
修

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

科
目

名
時

間
数

講
　

義
5
4
0
分

※
２

，
４

，
１

１
は

、
ピ

ア
サ

ポ
ー

タ
ー

又
は

こ
れ

に
準

ず
る

障
害

当
事

者
が

講
師

で
あ

る
こ

と

※
１

３
は

、
ピ

ア
サ

ポ
ー

タ
ー

又
は

こ
れ

に
準

ず
る

障
害

当
事

者
及

び
専

門
職

が
講

師
で

あ
る

こ
と

1
3
　

チ
ー

ム
ア

プ
ロ

ー
チ

4
0
分

・
所

属
機

関
（
チ

ー
ム

）
に

お
け

る
ピ

ア
サ

ポ
ー

タ
ー

の
役

割
と

協
働

に
お

け
る

留
意

点

1
4
　

演
習

⑦
6
0
分

・
講

義
「
チ

ー
ム

ア
プ

ロ
ー

チ
」
の

振
り

返
り

、
気

づ
き

の
共

有

７
　

演
習

③
（
障

害
者

）
・
講

義
「
関

連
す

る
保

健
医

療
福

祉
施

策
の

仕
組

み
と

業
務

の
実

際
」
の

振
り

返
り

、
気

づ
き

の
共

有

各
4
0
分

７
　

演
習

③
（
事

業
所

）
・
講

義
「
ピ

ア
サ

ポ
ー

ト
を

活
用

す
る

技
術

と
仕

組
み

」
の

振
り

返
り

、
気

づ
き

の
共

有

2
0
分

８
　

演
習

④
・
障

害
者

、
事

業
所

職
員

別
講

義
及

び
演

習
内

容
に

つ
い

て
の

共
有

５
　

演
習

②
3
0
分

・
講

義
「
ピ

ア
サ

ポ
ー

ト
の

専
門

性
の

活
用

」
の

振
り

返
り

、
気

づ
き

の
共

有

６
　

関
連

す
る

保
健

医
療

福
祉

施
策

の
仕

組
み

と
業

務
の

実
際

（
障

害
者

）

・
関

連
法

、
関

連
施

策
各

4
0
分

６
　

ピ
ア

サ
ポ

ー
ト

を
活

用
す

る
技

術
と

仕
組

み
（
事

業
所

）

・
現

場
に

お
け

る
ピ

ア
サ

ポ
ー

ト
の

活
用

方
法

1
1
　

セ
ル

フ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
と

バ
ウ

ン
ダ

リ
ー

3
0
分

・
ピ

ア
サ

ポ
ー

タ
ー

が
葛

藤
し

や
す

い
状

況
・
病

気
や

障
害

を
抱

え
て

働
く
上

で
の

セ
ル

フ
ケ

ア

1
2
　

演
習

⑥
4
0
分

・
講

義
「
セ

ル
フ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

と
バ

ウ
ン

ダ
リ

ー
」
の

振
り

返
り

、
気

づ
き

の
共

有

1
0
　

演
習

（
障

害
者

）
⑤

・
講

義
「
ピ

ア
サ

ポ
ー

タ
ー

と
し

て
の

働
き

方
」
の

振
り

返
り

、
気

づ
き

の
共

有

1
0
　

演
習

（
事

業
所

）
⑤

・
講

義
「
ピ

ア
サ

ポ
ー

タ
ー

を
活

か
す

雇
用

」
の

振
り

返
り

、
気

づ
き

の
共

有

各
4
0
分

２
日

目

９
　

ピ
ア

サ
ポ

ー
タ

ー
と

し
て

の
働

き
方

障
害

者
・
労

働
法

規

９
　

ピ
ア

サ
ポ

ー
タ

ー
を

活
か

す
雇

用
（
事

業
所

）
・
ピ

ア
サ

ポ
ー

タ
ー

を
雇

用
し

、
協

働
す

る
上

で
の

留
意

点

各
3
0
分

３
　

演
習

 ①
6
0
分

・
講

義
「
ピ

ア
サ

ポ
ー

タ
ー

の
基

礎
と

専
門

性
」
の

振
り

返
り

、
気

づ
き

の
共

有

４
　

ピ
ア

サ
ポ

ー
ト

の
専

門
性

の
活

用
4
0
分

・
障

害
特

性
に

応
じ

た
ピ

ア
サ

ポ
ー

ト
の

専
門

性
を

活
か

す
た

め
の

視
点

１
日

目

内
　

容

１
　

基
礎

研
修

の
振

り
返

り
3
0
分

・
基

礎
研

修
の

振
り

返
り

２
　

ピ
ア

サ
ポ

ー
タ

ー
の

基
礎

と
専

門
性

4
0
分

・
障

害
特

性
に

応
じ

た
専

門
性

（
別
紙
）
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フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
研

修
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム

科
目

名
時

間
数

講
　

義
5
4
0
分

※
９

は
、

ピ
ア

サ
ポ

ー
タ

ー
又

は
こ

れ
に

準
ず

る
障

害
当

事
者

及
び

専
門

職
が

講
師

で
あ

る
こ

と

※
３

，
７

，
８

，
１

０
は

、
ピ

ア
サ

ポ
ー

タ
ー

又
は

こ
れ

に
準

ず
る

障
害

当
事

者
が

講
師

で
あ

る
こ

と

４
　

演
習

①
6
0
分

・
講

義
「
働

く
こ

と
の

意
義

」
の

振
り

返
り

、
気

づ
き

の
共

有

５
　

障
害

者
雇

用
4
0
分

・
障

害
者

雇
用

の
実

際
と

留
意

点

８
　

ピ
ア

サ
ポ

ー
タ

ー
と

し
て

の
効

果
的

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

技
法

6
0
分

・
職

場
内

や
関

係
機

関
と

の
連

携
の

中
で

発
信

力
を

高
め

 る
こ

と
に

よ
る

専
門

性
の

発
揮

方
法

1
0
　

ピ
ア

サ
ポ

ー
タ

ー
と

し
て

現
場

で
効

果
的

に
力

を
発

揮
す

る
た

め
の

準
備

3
0
分

・
ピ

ア
サ

ポ
ー

タ
ー

と
し

て
雇

用
さ

れ
る

上
で

の
準

備
、

留
意

点

1
1
　

演
習

⑤
4
0
分

・
講

義
「
ピ

ア
サ

ポ
ー

タ
ー

と
し

て
現

場
で

効
果

的
に

力
を

発
揮

す
る

た
め

の
準

備
」
の

振
り

返
り

、
気

づ
き

の
共

有

９
　

演
習

③
7
0
分

・
講

義
「
ピ

ア
サ

ポ
ー

タ
ー

と
し

て
の

効
果

的
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
技

法
」
の

振
り

返
り

、
気

づ
き

の
共

有
、

事
例

検
討

 等

２
日

目

７
　

ピ
ア

サ
ポ

ー
タ

ー
と

し
て

の
継

続
的

な
就

労

6
0
分

・
ピ

ア
サ

ポ
ー

タ
ー

と
し

て
の

能
力

を
発

揮
し

、
働

き
続

け
る

た
め

に
必

要
な

ポ
イ

ン
ト

３
　

働
く
こ

と
の

意
義

3
0
分

・
ピ

ア
サ

ポ
ー

タ
ー

と
し

て
職

場
に

も
た

ら
す

効
果

６
　

演
習

②
6
0
分

・
講

義
「
障

害
者

雇
用

」
の

振
り

返
り

、
気

づ
き

の
共

有

１
日

目

内
　

容

１
　

専
門

研
修

の
振

り
返

り
3
0
分

・
専

門
研

修
の

振
り

返
り

２
　

障
害

特
性

6
0
分

・
障

害
領

域
ご

と
の

障
害

特
性
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7
月

8
～

9
月

1
0
～

1
1
月

1
2
～

2
月

3
月

検
　

　
討

　
　

会

【
第

1
回

検
討

会
】

○
障

害
者

ピ
ア

サ
ポ

ー
ト

研
修

の
概

要
の

  
 確

認
・
共

有
○

本
検

討
会

の
予

定
に

つ
い

て
○

講
師

候
補

及
び

受
講

者
に

つ
い

て
○

（
国

）
講

師
養

成
研

修
の

派
遣

者
に

つ
い

て

【
第

２
回

検
討

会
】

○
ニ

ー
ズ

調
査

に
つ

い
て

○
研

修
派

遣
者

に
つ

い
て

○
委

託
料

に
つ

い
て

【
第

３
回

検
討

会
】

○
講

師
養

成
研

修
の

内
容

復
命

○
受

講
者

、
定

員
、

選
定

条
件

、
講

師
の

検
討

○
決

定
事

項
の

確
認

・
共

有
※

必
要

で
あ

れ
ば

、
第

４
回

検
討

会
も

行
う

自
立

支
援

協
議

会
第

1
回

　
地

域
移

行
専

門
部

会
①

自
立

支
援

協
議

会
①

精
神

障
が

い
者

地
域

移
行

ワ
ー

キ
ン

グ
①

地
域

移
行

専
門

部
会

②
精

神
障

が
い

者
地

域
移

行
ワ

ー
キ

ン
グ

②
自

立
支

援
協

議
会

②

国
 研

 修
 関

 係

申
込

〆
切

：
１

０
/
７

【
指

導
者

養
成

研
修

】
１

０
/
２

７
（
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ

）
１

１
/
８

、
１

１
/
９

（
対

面
）

予
算

編
制

関
係

　
予

算
編

成
　

ヒ
ア

リ
ン

グ
  
要

求
　

１
０

/
２

６
〆

切

今
後

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
案

42
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大
分

県
医

療
的

ケ
ア

児
支

援
セ

ン
タ

ー
の

概
要

【
開

設
時

間
等

】
月

～
金

曜
日

９
：
０

０
～

１
６

：
３

０
（
祝

祭
日

、
年

末
年

始
は

除
く
）

【
電

話
】

０
９

０
－

４
０

５
２

－
０

７
５

０
【
メ

ー
ル

】
o
it
a.

ic
ar

e.
sh

ie
n@

gm
ai

l.c
o
m

【
来

所
相

談
】

月
２

回
（
予

約
制

）

【
業

務
開

始
日

】
令

和
４

年
７

月
４

日
（
月

）

※
医
療
的
ケ
ア
児
と
は
、
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活

を
営
む
た
め
に
恒
常
的
に
医
療
的
ケ
ア
（
人
工
呼

吸
器
に
よ
る
呼
吸
管
理
、
喀
痰
吸
引
そ
の
他
の
医

療
行
為
）
が
必
要
な
児
童

県
内
約
１
３
０
人

セ
ン

タ
ー

長
（
兼

）

大
神

相
談

員
（
兼

）

割
石

相
談

員
（
専

）

橋
本

看
護

師
（
兼

）

伊
藤

担
当

医
（
兼

）

長
濱

医
師

・
連

携
室

長
（
県

保
健

所
長

O
B

）

（
関

愛
会

坂
ノ

市
病

院
）

小
児

科
医

師

看
護

師
（
兼

）
品

川

（
県

立
病

院
）

小
児

専
門

看
護

師

連
携

室
・
相

談
員

連
携

室
・
室

長
補

佐
相

談
支

援
専

門
員

連
携

室
・
看

護
師

概
要

令
和
３
年
９
月
に
施
行
し
た
「
医
療
的
ケ
ア
児
及
び
そ
の
家
族
に
対
す
る
支
援
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、

医
療
的
ケ
ア
児
及
び
そ
の
家
族
を
支
援
す
る
た
め
、
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
。
【
県
委
託
事
業
】

設
置
場
所

社
会
福
祉
法
人

別
府
発
達
医
療
セ
ン
タ
ー

（
別
府
市
大
字
鶴
見
40
7
5-
1）

業
務
内
容

・
医

療
的

ケ
ア

児
及

び
そ

の
家

族
と

そ
の

他
の

関
係

者
に

対
す

る
相

談
支

援
・
地

域
の

関
係

機
関

（医
療

、
保

健
、

福
祉

、
教

育
、

労
働

等
）と

の
連

絡
調

整
・
関

係
機

関
等

や
こ

れ
に

従
事

す
る

者
に

対
す

る
情

報
提

供
及

び
研

修
の

実
施
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大
分

県
医

療
的

ケ
ア

児
支

援
セ

ン
タ

ー
の

概
要
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大
分

県
医

療
的

ケ
ア

児
支

援
セ

ン
タ

ー
の

概
要

大
分

県
医

療
的

ケ
ア

児
支

援
セ

ン
タ

ー
開

設
後

相
談

実
績

（
７

/４
～

９
/３

０
）

○
保

護
者

・
訪

問
看

護
事

業
所

の
変

更
に

あ
た

り
、

新
し

い
事

業
所

の
情

報
を

知
り

た
い

 
家

族
か

ら
の

相
談

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

協
会

に
問

い
合

わ
せ

 
ご

家
族

へ
情

報
提

供

・
学

力
が

定
着

し
な

い
 

家
族

医
ケ

ア
児

で
は

な
く
発

達
の

お
子

さ
ん

。
学

校
へ

の
相

談
、

他
の

相
談

機
関

等
の

紹
介

・
人

口
呼

吸
器

管
理

で
入

院
中

、
退

院
後

の
在

宅
支

援
に

つ
い

て
知

り
た

い
。

 
家

族
よ

り
居

住
自

治
体

で
の

支
援

の
現

状
を

お
伝

え
。

○
福

祉
・
地

域
の

資
源

を
教

え
て

ほ
し

い
 

地
域

の
医

ケ
ア

児
コ

ー
デ

ネ
ー

タ
ー

よ
り

市
外

か
ら

医
ケ

ア
児

の
転

入
の

相
談

を
受

け
た

。
対

応
経

験
少

な
く
ち

ぐ
は

ぐ
な

返
答

を
し

て
し

ま
っ

た
と

の
こ

と
。

対
象

と
な

る
お

子
さ

ん
の

詳
細

な
情

報
全

く
な

し
。

ア
セ

ス
メ

ン
ト

に
つ

い
て

提
案

◎
相
談
件
数

当
事
者

1

家
族

7

関
係
機
関

18

合
計

26

◎
相
談
方
法

電
話

13

メ
ー
ル

8

来
訪

2

訪
問

1

そ
の
他

2

合
計

26

◎
対
象
者
の
年
齢

（
実
人
数
）

未
就
学
児

8

就
学
児

1

そ
の
他

2

合
計

11
※
半
数
以
上
が
0歳
児
か
ら
1歳
児

◎
対
象
者
の
主
な
医
療
的
ケ
ア
（
実
人
数
）

人
工
呼
吸
器

3

導
尿

2

在
宅
酸
素

1

そ
の
他
（
不
明
）

5

合
計

11

○
医

療
機

関
・
自

己
導

尿
の

手
技

を
覚

え
て

ほ
し

い
。

手
立

て
に

つ
い

て
 

リ
ハ

主
治

医
か

ら
の

相
談

、
訪

問
看

護
ST

と
や

り
と

り
。

本
人

ご
家

庭
の

意
思

確
認

取
れ

ず
。

※
導

尿
～

尿
道

口
か

ら
カ

テ
ー

テ
ル

を
挿

入
し

、
人

工
的

に
尿

を
排

出
さ

せ
る

こ
と

・
家

族
が

補
装

具
費

用
の

支
払

い
が

厳
し

い
。

支
払

い
方

法
を

教
え

て
ほ

し
い

 
病

院
SW

よ
り

業
者

へ
の

問
い

合
わ

せ
、

こ
れ

ま
で

の
対

応
例

を
伺

い
情

報
提

供

○
行

政
・
今

後
医

療
的

ケ
ア

児
を

対
象

と
し

た
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

要
望

に
対

応
で

き
る

よ
う

事
業

構
築

し
た

い
。

 
行

政
（
福

祉
担

当
課

）
よ

り
先

進
的

に
取

り
組

ん
で

い
る

市
へ

情
報

収
集

し
、

情
報

提
供

。
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 相
談

内
容

（
抜

粋
）

 
 

 
※

上
段

が
相

談
内

容
、

下
段

 
対

応
 

 ・
自

己
導

尿
の

手
技

を
覚

え
て

ほ
し

い
。

手
立

て
に

つ
い

て
 

 
・

リ
ハ

主
治

医
か

ら
の

相
談

、
訪

問
看

護
ST

と
や

り
と

り
。

本
人

ご
家

庭
の

意
思

確
認

取
れ

ず
。

  
 

 
 

 
 

 
・

訪
問

看
護

事
業

所
の

変
更

に
あ

た
り

、
新

し
い

事
業

所
の

情
報

を
知

り
た

い
 

 
 

 
 

 
 

 
・

家
族

か
ら

の
相

談
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
協

会
に

問
い

合
わ

せ
→

ご
家

族
へ

情
報

提
供

 
 

 
 

 
 

 
 

・
家

族
が

補
装

具
費

用
の

支
払

い
が

厳
し

い
。

支
払

い
方

法
を

教
え

て
ほ

し
い

 
 

 
 

 
 

 
 

・
病

院
SW

よ
り

 
業

者
へ

の
問

い
合

わ
せ

、
こ

れ
ま

で
の

対
応

例
を

伺
い

情
報

提
供

 
 

 
 

 
 

 
 

 
・

学
力

が
定

着
し

な
い

 
 

 
 

 
 

 
 

・
家

族
 

医
ケ

ア
児

で
は

な
く

発
達

の
お

子
さ

ん
。

学
校

へ
の

相
談

、
他

の
相

談
機

関
等

の
紹

介
 

 
 

 
 

 
 

 
・

地
域

の
資

源
を

教
え

て
ほ

し
い

 
 

 
 

 
 

 
・

地
域

の
医

ケ
ア

児
コ

ー
デ

ネ
ー

タ
ー

よ
り

 
市

外
か

ら
医

ケ
ア

児
の

転
入

の
相

談
を

受
け

た
。

対
応

経
験

少
な

く
ち

ぐ
は

ぐ
な

返
答

を
し

て
し

ま
っ

た
。

 
対

象
と

な
る

お
子

さ
ん

の
詳

細
な

情
報

全
く

な
し

。
ア

セ
ス

メ
ン

ト
に

つ
い

て
提

案
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・
呼

吸
器

管
中

で
入

院
中

、
退

院
後

の
在

宅
支

援
に

つ
い

て
知

り
た

い
 

 
 

 
 

 
 

 
・

家
族

よ
り

 
居

住
自

治
体

で
の

支
援

の
現

状
を

お
伝

え
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
・

今
後

医
療

的
ケ

ア
児

を
対

象
と

し
た

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
要

望
に

対
応

で
き

る
よ

う
事

業
構

築
し

た
い

。
 

 
 

 
 

 
・

行
政

（
福

祉
担

当
課

）
よ

り
 

先
進

的
に

取
り

組
ん

で
い

る
市

へ
情

報
収

集
し

、
情

報
提

供
。
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・
来

年
度

就
学

予
定

。
学

校
で

支
援

を
受

け
た

い
。

手
続

き
の

方
法

を
教

え
て

ほ
し

い
。

 
 

医
ケ

ア
に

つ
い

て
も

、
で

き
れ

ば
学

校
で

対
応

し
て

も
ら

え
る

制
度

あ
る

と
い

い
。

今
後

、
自

己
導

尿
の

練
習

等
も

検
討

し
た

い
 

 
 

 
・

家
族

よ
り

 
医

ケ
ア

は
 

が
実

施
。

知
的

遅
れ

も
あ

り
個

別
の

支
援

希
望

。
就

学
に

向
け

た
具

体
的

な
動

き
を

説
明

。
 

就
学

相
談

会
等

で
、

医
療

的
ケ

ア
に

つ
い

て
の

支
援

の
希

望
を

行
政

に
伝

え
て

い
く

こ
と

お
勧

め
し

た
。

 
 

 
 

 
 

 
 

・
家

族
の

健
康

状
態

が
不

安
定

。
レ

ス
パ

イ
ト

資
源

を
知

り
た

い
 

 
 

 
 

 
 

 
・

行
政

（
保

健
師

）
よ

り
。

夜
間

の
み

酸
素

使
用

。
運

動
機

能
問

題
な

く
、

多
動

傾
向

→
医

療
型

短
期

入
所

で
の

受
入

れ
は

難
し

そ
う

。
コ

ロ
ナ

禍
で

利
用

で
き

る
短

期
入

所
事

業
所

が
少

な
い

。
子

育
て

支
援

の
短

期
入

所
の

利
用

も
提

案
。

紹
介

し
た

短
期

入
所

先
へ

、
医

療
的

ケ
ア

の
対

応
の

可
否

等
を

打
診

 
 

 
 

 
・

集
団

参
加

に
つ

い
て

（
小

児
が

ん
治

療
中

）
 

 
 

 
・

家
族

よ
り

 
こ

ど
も

園
に

通
所

し
て

い
た

が
、

発
病

し
退

園
。

治
療

ご
病

状
落

ち
着

き
集

団
参

加
の

許
可

出
た

が
、

す
で

に
定

員
埋

ま
り

も
ど

れ
ず

。
感

染
症

の
心

配
も

あ
る

の
で

児
童

発
達

等
の

利
用

も
検

討
し

た
い

。
親

子
通

所
か

ら
希

望
 

→
 

事
業

所
の

情
報

提
供

、
サ

ー
ビ

ス
利

用
手

続
き

等
の

説
明

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・
今

後
集

団
参

加
希

望
、

ま
た

、
保

護
者

の
レ

ス
パ

イ
ト

や
次

子
の

妊
娠

出
産

時
の

支
援

に
つ

い
て

 
→

 
・

行
政

（
保

健
師

）
よ

り
 

今
後

詳
細

確
認

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
・

て
ん

か
ん

治
療

後
、

休
職

中
。

年
齢

の
壁

と
、

て
ん

か
ん

へ
の

偏
見

等
も

あ
り

ス
ム

ー
ズ

に
運

ば
な

い
。

 
 

 
 

 
 

 
・

本
人

よ
り

 
傾

聴
す

る
中

で
、

女
性

相
談

や
子

供
に

支
援

に
か

か
わ

っ
た

経
験

が
あ

り
、

一
般

企
業

だ
け

で
は

な
く

、
 

て
ん

か
ん

に
理

解
の

あ
り

そ
う

な
福

祉
の

業
界

も
検

討
し

て
み

て
は

。
波

の
会

へ
も

問
い

合
わ

せ
予

定
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・
支

援
学

校
の

対
応

や
備

品
整

備
等

に
つ

い
て

、
親

の
会

を
通

し
た

相
談

 
 

 
 

 
 

・
県

障
害

福
祉

課
を

通
じ

て
特

別
支

援
教

育
課

へ
確

認
し

て
い

た
だ

き
、

現
状

把
握

。
今

後
の

進
捗

状
況

に
つ

い
て

情
報

共
有

を
し

て
い

く
方

向
 

 
  

 ・【
問

い
合

わ
せ

】
  

新
規

事
業

所
開

所
予

定
、

ニ
ー

ズ
の

多
い

場
所

を
と

考
え

て
い

る
。

把
握

し
て

い
れ

ば
教

え
て

ほ
し

い
 

 
 

 
 

 
 

 
 

医
療

的
ケ

ア
児

と
は

、
強

度
行

動
障

害
等

、
精

神
科

領
域

の
内

服
を

必
要

と
す

る
方

は
含

ま
れ

る
の

か
？
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